
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第第第２２２章章章         
   

学学学校校校にににおおおけけけるるる防防防災災災教教教育育育 



 

 

 

 

 学校での未曽有の悲劇を生じた東日本大震災発生後も，毎年のように大規模な自然

災害が日本列島を襲っている。石巻市立大川小学校の事例も含め，教訓は次の時代の防

災教育に活かされなければならない。一方，地震・津波が発生したのが，学校管理下で

あったため，多くの児童生徒が，教職員の適切な指示・誘導のおかげで助かった例も報

告されている。この点で学校での防災管理はそれなりの効果を上げたことも考えられ

る。しかし，児童生徒は多くの時間を学校外で過ごしている。災害発生時に教員や大人

がいなかった場合，自らの判断で自分を守ることができたか，防災教育の観点では疑問

も残る。確かに，東日本大震災で発生した津波からの避難において，それまでの防災教

育によって培われた釜石市の中学生の正しい知識と各自の判断が，地域の人々の避難

を促し，結果として多くの人命を救うことになったといわれている。この教訓を活かし

児童生徒の命を守るために，学校においては，県及び地域の特徴に応じた計画的・継続

的な防災教育の一層の推進を図っていく必要がある。 

 

 

 

 

 文部科学省は，学校防災のための参考資料「『生きる力』を育む防災教育の展開」(H25 

年３月)において，防災教育のねらいを次のようにしている。 

○ 自然災害等の現状，原因及び減災等について理解を深め，現在及び将来に直面する 

災害に対して，的確な思考・判断に基づく適切な意思決定や行動選択ができる。（知 

識，思考・判断） 

○ 地震，台風の発生等に伴う危険を理解・予測し，自らの安全を確保するための行動 

ができるようにするとともに，日常的な備えができる。（危険予測，主体的な行動） 

○ 自他の生命を尊重し，安全で安心な社会づくりの重要性を認識して学校，家庭及び 

地域社会の安全活動に進んで参加・協力し，貢献できる。（社会貢献，支援者の基盤） 

このように，学校における防災教育は，「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育の  
一環として，児童生徒が地震等の災害に直面したとき，災害に対する正しい知識・技  
能をもとに，的確に状況を判断し，自他の生命尊重を基盤として，自ら安全に行動し， 
他の人や社会の安全に貢献できるよう「防災対応能力」を育成することをねらいとし  
ている。  

 

１ 学校における防災教育の目的 

Ⅰ 学校における防災教育の推進 
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 発達の段階ごとに，必要な知識を身に付け，主体的に行動する態度や支援者として

の視点を育成するため，具体的な指導内容に関して，次の方向が考えられる。 

 
 
 
 低学年から高学年まで，発達の段階に応じたねらいや目標を挙げ，様々な学習と連動

させて取り組む。学校や保護者が連動して児童の安全管理を図ることは不可欠ではあ

るが，常に大人が目を離さないようにすることは限界もあり，子供の適切な判断力を培

うことも考えたい。  
 低学年では，教職員や保護者など近くの大人の指示に従うなど適切な行動がとれる

ようにし，危険についても考えることができるようにする。中学年では，災害の時に起

こる危険について知り，自ら安全な行動ができるようにする。高学年では，日常生活の

様々な場面で発生する災害の危険を理解し，安全な行動ができるようにするとともに，

自分の安全だけでなく他の人々の安全にも気配りができるようにする。  
 
 
 
 小学校での学習を深め，多くの教科や総合的な学習の時間において災害に関する基

礎・基本的な知識や技能を習得し，特別活動や学校行事の中で防災学習と結び付けた

活動を行う。例えば，地域の過去の災害や他の地域の災害例から，危険を理解した

り，応急処置の技能を身に付けたり，防災への日常の備えや的確な判断のもと主体的

に避難行動などができるようにする。また，学校，地域の防災や災害時の助け合い，

ボランティア活動の大切さについても理解を深め，進んで活動できるようにする。 

 

 
 
 学校や教科の専門性に応じて，多様で実践的な防災教育の展開を行う。中学校までの

学習を踏まえ，学校や地域の危険性，状況の変化等に気付き，学校内外の関係者と報

告・連絡・相談などを行い，適切な解決方法がとれるようになる。また，自らの安全の

確保はもとより，友人や家族，地域社会の人々の安全にも貢献しようとする態度や応急

処置の技能等を身に付け，地域の防災活動や災害時のボランティア活動にも積極的に

参加できるようにする。さらに安全を守るために働いている人や防災と関連した職務

３ 校種別の防災教育の重点 

（１） 小学校 

（２） 中学校 

（３） 高等学校 

 
 

 
防災教育は，様々な危険から児童生徒等の安全を確保するために行われる安全教育の一

部をなすものである。「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」改訂版（文部科学省，

2019）に示された安全教育の目標は，次のような３つに示されている。  

○ 様々な自然災害や事件・事故等の危険性，安全で安心な社会づくりの意義を理解し， 

安全な生活を実現するために必要な知識や技能を身に付けていること。（知識・技能）  

○ 自らの安全の状況を適切に評価するとともに，必要な情報を収集し，安全な生活を  

実現するために何が必要かを考え，適切に意思決定し，行動するために必要な力を身  

に付けていること。（思考力・判断力・表現力等）  

○ 安全に関する様々な課題に関心をもち，主体的に自他の安全な生活を実現しようと  

したり，安全で安心な社会づくりに貢献しようとしたりする態度を身に付けているこ  

と。（学びに向かう力・人間性等）  

各学校においては，平成 29 年に改訂された学習指導要領の趣旨を踏まえ，カリキ  

ュラム・マネジメントも意図した防災教育の展開が必要である。  

   本副読本では，児童生徒及び思想・支援する教職員に対して，具体的に次のような  

  ことを意識してもらいたいと願っている。  

１．身近な地域の過去の災害を知ることが将来の備えにつながる。  

２．移動の著しい時代，自分や次世代はどこにいるかわからない。確かに長野県は海  

はないが，津波など他地域の自然災害の理解にも努める。  

３．防災（災害安全）は安全・危機管理の基本（生活安全・交通安全も含む）とな  

る。つまり，自然災害だけでなく，事件，事故・災害からも自分達を守ることを考

える。  

４．新型コロナウィルス感染症なども含め，想定外の自然災害などが発生しうる先行  

き不透明な時代に「生きる力（生き抜く力）」を培う。  

５．学校と地域との新たなつながりを考える。確かに，これまで学校・教職員は子供  

の安全を守るために甚大なエネルギーを注いできたが，限界があり，保護者・地域  

との連携が不可欠である。  

６．環境（自然・社会）・科学技術の二面性を知り，畏敬・感謝の念を培う。自然災害  

を防ぐために自然を理解することは重要ではあるが，自然の恩恵にも気づくことが  

不可欠である。  

７．自分が社会にどう貢献できるかを考える機会とする。教職員はじめ大人は子供を  

守ってくれるが，逆に子供達は地域や被災地に何ができるかを考えることも大切で  

ある。  

２ 長野県の学校における防災教育のねらい 
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本県が目指す防災教育の実現に向けて，以下の五つの柱を設けた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

山岳              池              渓谷 

 
 
 
 
 
 
 
       果樹栽培             スキー            ラフティング 

                                         

柱１ 自然の “災害”を“恩恵”と共に学ぶ防災教育 

長野県の多様な，そして四季折々の美しい自然景観，それを基にした文化・伝統・産業 

○ 山・川・湖・渓谷などの自然公園・ジオパークなどの美しい景観 

○ 信州の気候や豊かな水がはぐくむ農産物 

〇 精密機器などの独自の工業製品 

○ 自然の地形や特色を生かしたスポーツ，レジャー 

これらは，長野県のかけがえのない宝です。一方，自然のもつエネルギーが人間生活に

大きな被害を与えることがあります。また，人間が自然に近づいたり，働きかけたりする

ことによって災害が拡大する可能性もあります。日常は長野県に多くの恵みを与えている

自然ですが，一方でそのシステムやダイナミクスは災害につながることもあります。恩恵

と災害の二面性を知ることが大切です。地域の自然を学ぶことは，地域を知り，地域に誇

りや愛着を持つ取組にもつながっていきます。 

写真提供：信州・長野県観光協会 

Ⅱ 防災教育の五つの柱 

柱１ 自然の“災害”を“恩恵”と共に学ぶ防災教育 
柱２ 環境教育，ESD，SDGｓを踏まえた防災教育 
柱３ 防災教育を取り入れたカリキュラム・マネジメント 
柱４ 様々なケースを想定した防災訓練 
柱５ 身近な地域を知る学習（子供がつくる防災マップ） 

長野県環境部自然保護課 

について理解できるようにする。 

 

 
 
 児童生徒の特性，障がいの状態，発達段階，及び地域の状況に応じて，幼稚園，小学

校，中学校または高等学校に準じた防災教育を行う。  
ホームルームや総合的な学習の時間のほか，各教科や自立活動，作業学習等を活用し

て，災害の理解，安全確保行動や援助要請行動の定着，発災後の環境変化への適応など

を目的に実践的な防災教育を展開する。防災教育を通じて自己理解，他者や地域とつな

がる力，思考力・判断力・表現力等の育成が可能であり，個別の教育支援計画や各教科・

学年の目標と防災教育の重点を関連付けることで，児童生徒の育成を一体的かつ効果

的に進められるよう工夫する。  
特に安全確保行動については，視聴覚支援を含めた校内の環境整備を行うことと併せ

て，繰り返し練習して定着を図る必要がある。障がいが重度の児童生徒にあっては，訓

練に参加して災害時のシミュレーションを重ねることで，災害時の個別の課題と対応

を明確にする。また，災害をイメージすることで不安が高まる児童生徒もいることか

ら，いたずらに不安を高めるのではなく，災害のリスクを理解した上で，災害から助か

るための学習や訓練となるよう留意する。  
特別支援学校は学区が広域であることから，授業時間外のスクールバスや公共交通機

関での通学中，寄宿舎滞在時，帰宅困難時を想定した防災学習も必要となる。校内の関

係職員・家庭・地域・関係機関等と協力して防災教育を進めることで，発災時の連携に

つなげていく。  
 

（４） 特別支援学校 
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と災害の二面性を知ることが大切です。地域の自然を学ぶことは，地域を知り，地域に誇

りや愛着を持つ取組にもつながっていきます。 
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長野県環境部自然保護課 
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（１）SDGs（持続可能な開発目標）と防災教育 

17 のターゲットは具体的に，1.貧困の撲滅 2.飢餓撲滅，食料安全保障 3.健

康・福祉 4.万人への質の高い教育，生涯学習 5.ジェンダー平等 6.水・衛生の

利用可能性 7.エネルギーへのアクセス 8.包摂的で持続可能な経済成長，雇用 

9.強靭なインフラ，工業化・イノベーション 10.国内と国家間の不平等の是正 

11.持続可能な都市 12.持続可能な消費と生産 13.気候変動への対処 14.海洋

と海洋資源の保全・持続可能な利用 15.陸域生態系，森林管理，砂漠化への対処，

生物多様性 16.平和で包摂的な社会の促進 17.実施手段の強化と持続可能な開

発のためのグローバル・パートナーシップの活性化 です。上の中でも，特に環境

と関連が深いことが赤字で示されています。 

ＳＤＧｓって何？  

「持続可能な開発目標」(Sustainable Development Goals：SDGs)を中核とする「持続可能

な開発のための２０３０アジェンダ」は，平成 27(2015)年９月 25 日に，ニューヨーク・国連

本部で開催された国連サミットで採択されました。          

平成 28(2016)年から令和 12(2030)年までの国際社会共通の目標です。持続可能な開発目標（SDGs：17 ゴ

ール（下記），169 ターゲット）を中心として，構成されています。それ以前の途上国の開発目標を定めた，

ミレニアム開発目標（Millennium Development Goals：MDGs）とは異なり，先進国を含む全ての国に適用さ

れる普遍性が最大の特徴です。（環境省ホームページより） 

柱２ 環境教育，ESD，SDGs を踏まえた防災教育 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

長野県のジオパーク 

南アルプス ジオパーク 

（中央構造線エリア） 

南アルプスは，内陸の火山帯と海

溝の間で生じた，地質現象がよく見

られる場所です。安康露頭（下の写

真）では，中央構造線が露出している

ところを観察することができます。 

苗場山麓ジオパーク 

 長野県栄村・新潟県津南町にまた

がっています。栄村では 2011 年３月

に大きな地震災害が発生しました。

苗場山麓は，信濃川河川敷から苗場

山山頂 2,145m に至り，自然の二面性

を感じるダイナミックな自然景観が

広がります。 

長野県の自然公園・・・国立公園（５地域），国定公園（４地域），県立自然公園（５地域） 

国立公園（日本を代表する自然の風景地。国（環境大臣）が指定し，管理・保護する） 

妙高戸隠連山国立公園 ，中部山岳国立公園，上信越高原国立公園， 

秩父多摩甲斐国立公園，南アルプス国立公園 

国定公園（国立公園に準じる自然の風景地。国（環境大臣）が指定し，長野県が管理・保護する） 

八ヶ岳中信高原国定公園，天竜奥三河国定公園，妙義荒船佐久高原国定公園 

中央アルプス国定公園 

県立自然公園（長野県を代表する自然の風景地。長野県が指定し，管理・保護する） 

御岳県立公園，三峰川水系県立公園，塩嶺王城県立公園，聖山高原県立公園， 

天竜小渋水系県立公園 

中央構造線安康露頭 

写真提供：南アルプス（中央構造線エリア）ジオパーク協議会 

 ジオパークは「地球・大地（ジオ：Geo）」と「公園（パー

ク：Park）」から，「大地の公園」を意味しますが，最近では，

ジオパークは訳さず，そのまま使われます。ジオパークのね

らいとして，保全・保護，教育・啓発，ジオツーリズムを通

して地域の持続可能な開発が期待されています。 

長野県の自然について，自然景観から学びましょう 

 

上信越高原国立公園 高峰高原・池の平湿原 写真提供：長野県環境部自然保護課  
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（１）SDGs（持続可能な開発目標）と防災教育 

17 のターゲットは具体的に，1.貧困の撲滅 2.飢餓撲滅，食料安全保障 3.健

康・福祉 4.万人への質の高い教育，生涯学習 5.ジェンダー平等 6.水・衛生の

利用可能性 7.エネルギーへのアクセス 8.包摂的で持続可能な経済成長，雇用 

9.強靭なインフラ，工業化・イノベーション 10.国内と国家間の不平等の是正 

11.持続可能な都市 12.持続可能な消費と生産 13.気候変動への対処 14.海洋

と海洋資源の保全・持続可能な利用 15.陸域生態系，森林管理，砂漠化への対処，

生物多様性 16.平和で包摂的な社会の促進 17.実施手段の強化と持続可能な開

発のためのグローバル・パートナーシップの活性化 です。上の中でも，特に環境

と関連が深いことが赤字で示されています。 

ＳＤＧｓって何？  

「持続可能な開発目標」(Sustainable Development Goals：SDGs)を中核とする「持続可能

な開発のための２０３０アジェンダ」は，平成 27(2015)年９月 25 日に，ニューヨーク・国連

本部で開催された国連サミットで採択されました。          

平成 28(2016)年から令和 12(2030)年までの国際社会共通の目標です。持続可能な開発目標（SDGs：17 ゴ

ール（下記），169 ターゲット）を中心として，構成されています。それ以前の途上国の開発目標を定めた，

ミレニアム開発目標（Millennium Development Goals：MDGs）とは異なり，先進国を含む全ての国に適用さ

れる普遍性が最大の特徴です。（環境省ホームページより） 

柱２ 環境教育，ESD，SDGs を踏まえた防災教育 
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新学習指導要領では，「カリキュラム・マネジメント」が注目されています。「教育課程」

は，学校が主体となって，学習指導要領を踏まえながら教育計画に基づいて編成されます。

各学校では，学校教育の目的や目標を達成するために，教育の内容を子供の心身の発達に

応じ，授業時数との関連において総合的に組織します。そのためには，「カリキュラム・

マネジメント」の確立が求められます。つまり，防災教育の実践にも，子供たちや地域の

実情等を踏まえて，各学校の教育目標の実現と連動し，学習指導要領等に基づいた教育課

程を編成し，それを実施・評価し改善していく必要があります。  

防災教育を含め，今回の改訂が目指す理念を実現するためには，教育課程全体を通した

取組を通じ，「教科横断的な視点からの教育活動」，「学校全体の取組を通じた教科等や学

年を越えた組織運営」，の改善が求められ，各学校が編成する教育課程を核に，教育活動

や組織運営などの学校の全体的な在り方を改善していくことが重要とされています。 

カリキュラム・マネジメントの確立 

教育課程の編成とカリキュラム・マネジメント 

（１）各教科等の防災教育に関連した内容を相

互の関係で捉え，学校の教育目標を踏まえた教

科横断的な視点で，その目標の達成に必要な教

育の内容を組織的に配列していきましょう。  

（３）教育内容と，教育活動に

必要な人的・物的資源等を，地

域等の外部の資源も含めて活用

しながら効果的に組み合わせて

いきましょう。 

（２）教育内容の質の向上に向け

て，子供たちの姿や地域の現状等

に関する調査や各種データ等に基

づき，教育課程を編成し（Plan），

実施し（Do），評価し（Check）て

改善を図る（Action）一連の PDCA

サイクルを確立しましょう。  

理科，社会科，生活科，家庭科，総合的な学習の時間 等 

長野県内市町村の自然災害の影響 全国学力・学習状況調査 

学校安全総合支援事業アドバイザー等 

柱３ 防災教育を取り入れたカリキュラム・マネジメント 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ESD（Education for Sustainable Development）って何？  

ESD は「持続可能な開発のための教育」と訳されています。今，世界には環境，貧困，人

権，平和，開発といった様々な問題があります。ESD とは，これらの現代社会の課題を自らの

問題として捉え，身近なところから取り組むことにより，それらの課題の解決につながる新

たな価値観や行動を生み出すこと，そしてそれによって持続可能な社会を創造していくこと

を目指す学習や活動です。つまり，ESD は持続可能な社会づくりの担い手を育む教育です。  

ESD の実施には，特に次の二つの観点が必要です。 

○  人格の発達や，自律心，判断力，責任感などの人間性を育むこと 

○  他人との関係性，社会との関係性，自然環境との関係性を認識し，「関わり」，「つなが 

り」を尊重できる個人を育むこと          

（２）ESD と防災教育 

（3）学び方・教え方 

○「関心の喚起 → 理解の深化 → 参加する態度や問題解決能力の育成」を通じて「具体

的な行動」を促すという一連の流れの中に位置付けること○単に知識の伝達にとどまらず，

体験，体感を重視して，探究や実践を重視する参加型アプローチをとること○活動の場で

学習者の自発的な行動を上手に引き出すこと 

（2）育みたい力 

○持続可能な開発に関する

価値観（人間の尊重，多様性

の尊重，非排他性，機会均等，

環境の尊重等）○体系的な思

考力（問題や現象の背景の理

解，多面的かつ総合的なもの

の見方）○代替案の思考力

（批判力）○データや情報の

分析能力○コミュニケーシ

ョン能力○リーダーシップ

（1）ESD の目標 

○全ての人が質の高い教育の恩恵を享受すること○持続可能な開発のために求められる原

則，価値観及び行動が，あらゆる教育や学びの場に取り込まれること○環境，経済，社会の

面において持続可能な将来が実現できるような価値観と行動の変革をもたらすこと 

主体的・対話的で，深い学び

「生きる力」 

との関連 
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新学習指導要領では，「カリキュラム・マネジメント」が注目されています。「教育課程」

は，学校が主体となって，学習指導要領を踏まえながら教育計画に基づいて編成されます。

各学校では，学校教育の目的や目標を達成するために，教育の内容を子供の心身の発達に

応じ，授業時数との関連において総合的に組織します。そのためには，「カリキュラム・

マネジメント」の確立が求められます。つまり，防災教育の実践にも，子供たちや地域の

実情等を踏まえて，各学校の教育目標の実現と連動し，学習指導要領等に基づいた教育課

程を編成し，それを実施・評価し改善していく必要があります。  

防災教育を含め，今回の改訂が目指す理念を実現するためには，教育課程全体を通した

取組を通じ，「教科横断的な視点からの教育活動」，「学校全体の取組を通じた教科等や学

年を越えた組織運営」，の改善が求められ，各学校が編成する教育課程を核に，教育活動

や組織運営などの学校の全体的な在り方を改善していくことが重要とされています。 

カリキュラム・マネジメントの確立 

教育課程の編成とカリキュラム・マネジメント 

（１）各教科等の防災教育に関連した内容を相

互の関係で捉え，学校の教育目標を踏まえた教

科横断的な視点で，その目標の達成に必要な教

育の内容を組織的に配列していきましょう。  

（３）教育内容と，教育活動に

必要な人的・物的資源等を，地

域等の外部の資源も含めて活用

しながら効果的に組み合わせて

いきましょう。 

（２）教育内容の質の向上に向け

て，子供たちの姿や地域の現状等

に関する調査や各種データ等に基

づき，教育課程を編成し（Plan），

実施し（Do），評価し（Check）て

改善を図る（Action）一連の PDCA

サイクルを確立しましょう。  

理科，社会科，生活科，家庭科，総合的な学習の時間 等 

長野県内市町村の自然災害の影響 全国学力・学習状況調査 

学校安全総合支援事業アドバイザー等 

柱３ 防災教育を取り入れたカリキュラム・マネジメント 
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柱４ 様々なケースを想定した防災訓練 

机の（対角線の）脚を持つ 「おはしも」を徹底 

引き渡し訓練も重要 安全な場所でしょうか？ 

「落ちてこない」「倒れてこない」「移動してこない」場所に避難 

重要な避難訓練の方法 

１ 段階的な訓練（年に複数回）を行う 

２ 校内放送以外の指示も想定する 

３ 雨天時の避難も想定する 

  学校以外の二次避難場所も検討しておく 

４ 子供たちの自主的な避難も促す 

次の様な場合も考える必要があります。 

・揺れが大きいと１次避難の放送ができない。 

 （停電になると放送機器が使用できない）  

・サイレンより前に地震がおきている。 

・地震に遭遇するのは教室だけではない。 

（最も安全な場所，姿勢をとる。） 

 ・登下校中に地震が発生した場合の対応。 

 ・登校後や休み時間，放課後等，教員がいつも近く

にいるとは限らない。 

避難訓練や準備の改善（例） 

☆事前に「落ちてこない、倒れ 

 てこない，移動してこない」 

 場所を探す指導をする。 

☆緊急地震速報の報知音＊を活 

 用し，教員の指示が伝わりに 

 くい休み時間，清掃中等に実 

 施する。（＊許可が必要です） 

☆停電時も予想し，メガホンな 

 どによる連絡も考える。 

☆学校全体でなく，クラス，学 

 年単位，時には地域，家庭と 

 連携して実施する。 

☆教員自身も避難しながら，同

時に行動を判断する。  

学校危機管理マニュアル作成の手引（文部科学省，平成 30 年３月，各学校に配布）等も参考にしましょう 

 
 
 
 
 
 
 

 

（例）小学校高学年の場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  例えば，上の図のように，総合的な学習の時間を中核とし，児童・生徒の意識の流れに合わせ

て，各教科の学習内容を関連させていきます。必要に応じて，教科の学習時期を調整します。 

 

 
 
 
 
 

 

 

災害には，その地域固有の特色があるため，防災教育には，児童・学校・地域の実態を考慮し

た創意工夫を活かした特色のある取組が求められています。 

また，防災教育では，自分達が住む地域を取り扱い，日常生活に活かすことができるため，「総

合的な学習の時間」で重要視されている「実生活や実社会とのかかわりを重視した学習活動」の

展開が可能です。その際に家族，地域住民，専門家など，様々な人々とのネットワークの中で展

開することが重要です。そのことが，災害に強い地域コミュニティーの構築，地域防災力の向上

にもつながると考えられます。 

 

（１）「アクティブ・ラーニング」は，新学習指導要領でも重視される「主体的，対話的で

深い学び」を引き出すことを意図します。さらに，それを通して「知識・技能」，「思考力・

判断力・表現力」，「学びに向かう力・人間性等」の資質・能力を育むという観点から，学

習の在り方そのものの問い直しを目指すものであると言えるでしょう。また，「カリキュラ

ム・マネジメント」は，学校の組織力を高める観点から，学校の組織及び運営について見

直しを迫るものと期待されています。 

（２）新学習指導要領で提起された「アクティブ・ラーニング」と「カリキュラム・マネジ

メント」は，授業改善や組織運営等の改善など，学校の全体的な改善を行うための鍵となる

二つの重要な概念として位置付けられるものであり，相互の連動を図り，機能させることが

大切です。教育課程を核に，授業改善及び組織運営の改善に一体的・全体的に迫ることので

きる組織文化の形成を図り，「アクティブ・ラーニング」と「カリキュラム・マネジメント」

を連動させた学校経営の展開が，それぞれの学校や地域の実態を基に展開されることが求め

られています。 

私たちの町の豊かな水→水を利用した農作物について調べよう→扇状地のつくりについて調

べよう→豊富な水資源の素晴らしさについて，みんなに発信しよう→○○川の過去の氾濫に

ついて調べよう→洪水の危険について調べよう→洪水時の避難の仕方について考えよう 

○地域社会における災害 

 自分達の町で過去に起きた災 

 害について調査する。社会 

○自分の町の流れる河川の働きについて，侵

食・運搬・堆積作用について考えよう。また，

地域の地形やその特徴として，地震や火山，土

砂災害が多いことを教える。理科 

○目的に合わせて書こう 

 防災に対する意識のアンケート調 

 査をし，グラフを作成し，ポスタ 

 ー発表をする。国語・算数 

○体験したことを文章に書こう 

洪水について分かったことを書いて友

達に伝える。 

〇被災地の人達に手紙を書こう。国語 

総合的な学習の時間 

アクティブ・ラーニングとの連動 
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柱４ 様々なケースを想定した防災訓練 

机の（対角線の）脚を持つ 「おはしも」を徹底 

引き渡し訓練も重要 安全な場所でしょうか？ 

「落ちてこない」「倒れてこない」「移動してこない」場所に避難 

重要な避難訓練の方法 

１ 段階的な訓練（年に複数回）を行う 

２ 校内放送以外の指示も想定する 

３ 雨天時の避難も想定する 

  学校以外の二次避難場所も検討しておく 

４ 子供たちの自主的な避難も促す 

次の様な場合も考える必要があります。 

・揺れが大きいと１次避難の放送ができない。 

 （停電になると放送機器が使用できない）  

・サイレンより前に地震がおきている。 

・地震に遭遇するのは教室だけではない。 

（最も安全な場所，姿勢をとる。） 

 ・登下校中に地震が発生した場合の対応。 

 ・登校後や休み時間，放課後等，教員がいつも近く

にいるとは限らない。 

避難訓練や準備の改善（例） 

☆事前に「落ちてこない、倒れ 

 てこない，移動してこない」 

 場所を探す指導をする。 

☆緊急地震速報の報知音＊を活 

 用し，教員の指示が伝わりに 

 くい休み時間，清掃中等に実 

 施する。（＊許可が必要です） 

☆停電時も予想し，メガホンな 

 どによる連絡も考える。 

☆学校全体でなく，クラス，学 

 年単位，時には地域，家庭と 

 連携して実施する。 

☆教員自身も避難しながら，同

時に行動を判断する。  

学校危機管理マニュアル作成の手引（文部科学省，平成 30 年３月，各学校に配布）等も参考にしましょう 
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万が一の時のために，心肺蘇生法の講習を実施しましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『コロナ禍における一次救命処置』 

 

令和2年５月，厚生労働省より「新型コロナウイルス感染症の流行を踏まえた市民によ

る救急蘇生法について（指針）」が示されました。コロナ禍でも人の命を救うために，で

きる限り感染防止に努めながら一次救命処置の実施とそのための講習を行いましょう。 

 

基本的な考え方 

心肺蘇生にはエアロゾル（ウイルスなどを含む微粒子が浮遊した空気）を発生させる可

能性があるため，すべての心停止傷病者に感染の疑いがあるものとして対応する。 

マスクの着用も忘れずに！ 

 

一次救命処置の具体的手順 

① 安全確認    ② 反応（意識）を確認。顔を近づけすぎないこと  

③ 119番通報とAEDの手配    ④ 呼吸を観察  

⑤ 胸骨圧迫。エアロゾルの飛散を防ぐため，開始前に，ハンカチやタオルなどを傷病者 

の鼻と口にかぶせる。マスクや衣服などでも代用できる。 

⑥ 人工呼吸は行わず，1分間に100～120回のテンポで胸骨圧迫を30回以上続ける。 

（子供の心停止は，窒息や溺水など呼吸障害を原因とすることが多く，人工呼吸の 

必要性が比較的高い。技術と意思がある場合に実施。） 

⑦ AEDを使用    ⑧ 心肺蘇生を続ける 

 

心肺蘇生の実施の後 

救急隊の到着後に，傷病者を救急隊員に引き継いだあとは，速やかに石鹸と流水で 

手と顔を十分に洗う。傷病者の鼻と口にかぶせたハンカチやタオルなどは，直接触れ 

ないようにして廃棄するのが望ましい。 

※ 上記手順に記載のない点は，従来どおりの一次救命処置を実施する。 

参考資料：文部科学省・厚生労働省通知（一般財団法人日本救急医療財団心肺蘇生法委員会） 

 

写真提供：長野県体育センター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域と連携した防災訓練（避難所の開設等）が重要です 

災害発生時，学校や教員の役割は，児童生徒の安全確保，児童生徒の安否確認，学校教育活動の

早期正常化です。避難所運営は，市町村防災担当部局の業務となります。 

しかし実際は，東日本大震災や熊本地震等の教訓から，すぐに防災担当部局が避難所運営をする

ことは厳しいため，教職員の避難所運営の協力が不可欠であることがわかりました。 

新型コロナウイルス感染症 

にも備えましょう 

「大規模災害時の学校における避難所運営の協力に関する留意事項について（通知）」 

（平成 29 年 1 月 20 日：文部科学省初等中等教育局） 

１．学校が避難所になった場合の運営方策 

２．学校の組織体制の整備（養護教諭） 

３．災害時における教職員の避難所運営への協力業務と教職員の意識の醸成 

４．教職員が避難所運営の協力業務に従事した場合の服務上の取扱い 

５．防災担当部局等との連携・協力体制の構築 

６．地域との連携・協力体制の構築 

７．教育委員会間の連携・協力体制の構築 

８．教育活動の再開 

風水害のリスク対応 

（河川氾濫・溢水，土砂災害の地域情報） 

＋ 

感染症リスク対応 

【日常から】 

1．身のまわりの水害・土砂災害リスクの確認を！ 

→「防災情報マップ」等で地域の水害や土砂災害

リスクの確認 

2．避難先や避難方法，非常持出品の確認を！ 

→地域の避難所や，経路等の確認をしましょう。避難所が過密になる

ことを避けるため，水害や土砂災害リスクを踏まえ，避難所以外へ

の避難の検討もしておきましょう。 

【避難所以外の避難例】 

「在宅避難」（ハザードマップ等） 

自宅で安全を確保できる場合は，自宅の 2 階などの浸水し

ない高い場所への避難 

「親戚・友人宅への避難」（感染経路の安全性・把握等） 

親戚や友人の協力が得られる場合の避難 

「車中泊」（ストレス，水分補給等） 

エコノミークラス症候群に注意を払いながら，安全な場所

にて車中泊を行う避難 

→あらかじめ準備している非常持出品に，マスク，体温計，
ビニール袋，アルコール消毒液，ウェットティッシュ等の
感染症対策用品も加えておきましょう。 

【災害が起こる直前・起きた時】 

3． 感染回避は大切ですが，まずは躊躇なく自分の

命を守る行動を！（避難指示等） 

→自治体等からの正しい情報に基づき，できれば周

囲にも声掛けを行いながら，時期を逃すことなく避

難しましょう。 

4． 避難所では，避難者同士のスペースの確保を！ 

→手洗いやマスクの着用等の感染症対策の徹底はも
ちろん，各家庭間で概ね 2m の間隔の確保をお願い
します（行政の避難所運営）。 
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万が一の時のために，心肺蘇生法の講習を実施しましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『コロナ禍における一次救命処置』 

 

令和2年５月，厚生労働省より「新型コロナウイルス感染症の流行を踏まえた市民によ

る救急蘇生法について（指針）」が示されました。コロナ禍でも人の命を救うために，で

きる限り感染防止に努めながら一次救命処置の実施とそのための講習を行いましょう。 

 

基本的な考え方 

心肺蘇生にはエアロゾル（ウイルスなどを含む微粒子が浮遊した空気）を発生させる可

能性があるため，すべての心停止傷病者に感染の疑いがあるものとして対応する。 

マスクの着用も忘れずに！ 

 

一次救命処置の具体的手順 

① 安全確認    ② 反応（意識）を確認。顔を近づけすぎないこと  

③ 119番通報とAEDの手配    ④ 呼吸を観察  

⑤ 胸骨圧迫。エアロゾルの飛散を防ぐため，開始前に，ハンカチやタオルなどを傷病者 

の鼻と口にかぶせる。マスクや衣服などでも代用できる。 

⑥ 人工呼吸は行わず，1分間に100～120回のテンポで胸骨圧迫を30回以上続ける。 

（子供の心停止は，窒息や溺水など呼吸障害を原因とすることが多く，人工呼吸の 

必要性が比較的高い。技術と意思がある場合に実施。） 

⑦ AEDを使用    ⑧ 心肺蘇生を続ける 

 

心肺蘇生の実施の後 

救急隊の到着後に，傷病者を救急隊員に引き継いだあとは，速やかに石鹸と流水で 

手と顔を十分に洗う。傷病者の鼻と口にかぶせたハンカチやタオルなどは，直接触れ 

ないようにして廃棄するのが望ましい。 

※ 上記手順に記載のない点は，従来どおりの一次救命処置を実施する。 

参考資料：文部科学省・厚生労働省通知（一般財団法人日本救急医療財団心肺蘇生法委員会） 

 

写真提供：長野県体育センター 
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信州大学廣内研究室ではNPO法人DoChubuと協⼒し，Web-GIS（地理情報システム）のeコミマッ
プとリンクするタブレット用アプリ「フィールドオン」を開発しています。柱５を実践する上で，授
業時数を削減し，情報の収集，管理を効率的に⾏う仕組みです。タブレット端末を活用し，児童⽣徒
が興味を持って簡単に使える仕組みづくりをめざしています。実際の活用事例は，本冊実践事例にあ
ります。

地域の災害史や災害文化にも目を向けよう

地域を知る学習では，地域で起こった過去の災害，暮らしに根付く災害との関わりとしての災害文化
などにも触れることで，地域への更なる理解が深まります。

①

⑧ ⑪⑨ ⑩

⑧昭和44年高瀬川水害の様子（松川村史より） ⑨牛島輪中堤跡 ⑩戌の満水で助かった離山神社
⑪1847年善光寺地震で脱落した鐘と柱の傷

タブレット端末とアプリを用いた防災マップづくりの学習

メニュー画面

「しゃしんをみる」

Eコミマップに統合

登録後の地図画面

https://kamishiro.shinshu-bousai.jp/

災害の記録・記憶を継承し，防災教育に活用する〜災害デジタルアーカイブ

学校からスタート 危険個所を見つけたらメニューから写真撮影，
アイコンを選び，ローマ字でコメントを入⼒

GPSで撮影位置と写真，
コメントが紐づき表示

学校に戻り一覧を確認しながらコメント修正

各グループの情報がWifi経由でeコミマップ
に集積される。各班の成果を発表

児童が持ち歩くタブレットはオフラインで機能し，
学校のWifiでクラウドサーバーに集積。集まった情
報は，eコミマップに統合され，管理される

2014年に発生した長野県神城

断層地震の記録やインタビュー
が集積され，防災教育に活用さ
れています。

https://chikuma-archive.shinshu-bousai.jp/

令和元年千曲川水害の

アーカイブ作成も令和２
年より始まっています
（令和３年公開予定。写
真はデモサイト）

学校の責任範囲における児童・生徒の安全確保は至上命題です。学校内では防災管理を充実させ

ることで，発災時の命を守る対応を進めます。一方，登下校時に災害が発生した場合，児童生徒全
ての安全を管理することはできません。児童生徒一人一人が，安全な退避行動を取れること，何に
注意しどう行動することがベストな選択かを考え動けることが大切です。そのためには，登下校中
の危険や安全に関わる情報を事前に知り，自ら考え行動できる力を身に着ける防災教育がかかせま
せん。また地域の力を借りることも大切です。柱５では，これら身近な地域を知る学習について，
防災マップづくりの事例を通じて示します。

登下校中の児童⽣徒の命を守る−⾃ら考え⾏動できる⼒を養おう

児童⽣徒が⾃らの判断で適切に対応できる⼒を身に着けることをめざします

児童⽣徒が通学路を中心にテーマを決めてグループで歩き，地震や水害，土
砂災害など通学路でどんな災害が起こり，何が危険なのかを実際に見て考え
てもらう。災害時に役立つ情報も収集しその結果を地図に記入します

教師の目が届かない登下校時の対策として，登下校路の危険

情報や災害時に役立つ資源情報について，児童・生徒自ら歩き
確認してもらう。危険情報は災害種に応じて様々であり，地震
では倒れてくる，落ちてくるもの，水害であれば，蓋やガード
の無い側溝，湛水時は通行できないアンダーパスなど様々です。
また資源情報には，安心の家，消火栓，災害時に使える井戸な
どの情報があります。何が危険でなにが役立つのか考えてもら
い，実際に確認することが大切です。

①大雨の時溢れて通れ
ないかも？ ②土石流
危険渓流 ③自動販売
機は空でも450kg ④ブ
ロック塀など下敷きに。

① ② ③ ④

また，災害が起こったら児童⽣徒だけでどう対応するのか話し合います
⑤フィールドワークの
結果を示した地図 ⑥
成果を話し合う ⑦電
子地図に入力。

フィールドワークで気づいたことをメモし地図に記録します。帰校後，なにが危なかったのか，
役立つのか，またどう行動すべきか，その成果を話し合います。話合いで新たな気づきがあり，再
度フィールドワークへ。最終的な成果は電子地図へ入力し，地図化します。

⑤ ⑥ ⑦

目的は防災マップをつくることではなく，防災マップづくりを通じて，児童生徒が地域の危険に気づ
き，どう行動すれば良いか考えるところにあります。これはまさに地域を知る学習です。

柱５ 身近な地域を知る学習（子供がつくる防災マップ）
 
 
 

 

柱５ 身近な地域を知る学習（子供がつくる防災マップ） 
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信州大学廣内研究室ではNPO法人DoChubuと協⼒し，Web-GIS（地理情報システム）のeコミマッ
プとリンクするタブレット用アプリ「フィールドオン」を開発しています。柱５を実践する上で，授
業時数を削減し，情報の収集，管理を効率的に⾏う仕組みです。タブレット端末を活用し，児童⽣徒
が興味を持って簡単に使える仕組みづくりをめざしています。実際の活用事例は，本冊実践事例にあ
ります。

地域の災害史や災害文化にも目を向けよう

地域を知る学習では，地域で起こった過去の災害，暮らしに根付く災害との関わりとしての災害文化
などにも触れることで，地域への更なる理解が深まります。

①

⑧ ⑪⑨ ⑩

⑧昭和44年高瀬川水害の様子（松川村史より） ⑨牛島輪中堤跡 ⑩戌の満水で助かった離山神社
⑪1847年善光寺地震で脱落した鐘と柱の傷

タブレット端末とアプリを用いた防災マップづくりの学習

メニュー画面

「しゃしんをみる」

Eコミマップに統合

登録後の地図画面

https://kamishiro.shinshu-bousai.jp/

災害の記録・記憶を継承し，防災教育に活用する〜災害デジタルアーカイブ

学校からスタート 危険個所を見つけたらメニューから写真撮影，
アイコンを選び，ローマ字でコメントを入⼒

GPSで撮影位置と写真，
コメントが紐づき表示

学校に戻り一覧を確認しながらコメント修正

各グループの情報がWifi経由でeコミマップ
に集積される。各班の成果を発表

児童が持ち歩くタブレットはオフラインで機能し，
学校のWifiでクラウドサーバーに集積。集まった情
報は，eコミマップに統合され，管理される

2014年に発生した長野県神城

断層地震の記録やインタビュー
が集積され，防災教育に活用さ
れています。

https://chikuma-archive.shinshu-bousai.jp/

令和元年千曲川水害の

アーカイブ作成も令和２
年より始まっています
（令和３年公開予定。写
真はデモサイト）
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※「学校安全計画例（小・中・高・特）」については、文部科学省資料「『生きる力』を 

はぐくむ学校での安全教育」付録 Ｐ128～135を引用し，長野県教育委員会において色 

分けや指導案掲載ページを加筆してあります。 

また，防災に関係するものを黄色でマークしてあります。 

 

※「災害安全」については，「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」付録 Ｐ144～ 

145をそのまま掲載してあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※ 次の章で紹介している，各学校の実践例（指導案等）も参考にしてください。 

Ⅲ 防災教育の計画例 

１ 校種別学校安全計画例と災害安全に関する指導の内容例（Ｐ52～61） 

２ 学習指導案例（Ｐ62～66） 

 

この表は学校安全計画に記載すべき項目と全体像を示し，各教科等における 

内容については，あくまで例として記載したものです。各学校においては， 

それぞれの教育目標や児童生徒の実態を踏まえたうえで学習指導要領をもと 

に必要な内容を記載してください。 

 

指導案例には，いろいろなものがありますが，ここでは，県内で起きた身近な 

災害を踏まえた，小学校の学級活動や総合的な学習の時間で行える指導案の例 

と，どの学校種でもすぐに使える，日本赤十字社の青少年赤十字防災教育プロ 

グラム「まもるいのち ひろめるぼうさい」（抜粋）を紹介します（各学校に配 

布済み）。「まもるいのち ひろめるぼうさい」については，日本赤十字社のホ 

ームページをご覧いただくか，日本赤十字社長野県支部までご連絡ください。 

１．洪水ハザードマップとは？

各市町村が発行する洪水ハザードマップは，河川管理者が作成した「浸水想定区域図」を元に作成されています。
洪水ハザードマップから，学校等の浸水リスクを正しく把握し，安全な避難所等を考えながら，避難行動をとる事が大事です。
浸水リスクについては，次の３つの情報があります。

●浸水深
川が氾濫した場合の水が浸かる深さ

●浸水継続時間 *注
水が浸かっている時間(50cmを越え50cm以下になるまでの時間)

●家屋倒壊等氾濫区域 *注
水の流れによって，家屋が倒壊する恐れのある区域

浸水リスクを把握した上で，リスクの及ばない範囲にある避難所等への水平避難，もしくは高い建物等への垂直避難を行えるよう考
えなければなりません。(*注 市町村によっては洪水ハザードマップに記載が無いことがあります。その際には関係する河川の「浸水想定区域図」を確認してください。)

避難所リスト

着色による浸
水深の表示

洪水ハザードマップの例：
長野市

家屋倒壊等氾濫
区域の表示

浸水深の凡例

ハザードマップの使い方

■浸水深

■家屋倒壊等氾濫区域

■浸水継続時間

２．想定される浸水状況を知る（ハザードマップ等の表示例）

*注 市町村によっては洪水ハザードマップに記載が無いことがあります。その際には関係する河川の「浸水想定区域図」を確認してください。

浸水深は
ハザード
マップから
確認できま
す。

浸水継続時間は浸水深が50cm
以上となる時間です。
浸水継続時間はハザードマップ
等*注から確認できます。
浸水継続時間が長い程，孤立化
により飲食等の生命維持が困難
になります。

家屋倒壊等氾濫区域は，氾濫流などにより家屋が倒壊する恐れのある

区域を示します。
家屋倒壊等氾濫想定区域はハザードマップ等*注から確認できます。

３．ハザードマップ活用の留意点

洪水ハザードマップは例えば500年や1000年に1回程度発生する洪水について，堤防が切れる位置などを
仮定し，降水量や標高に基づいて，氾濫状況を想定し作成したものです。したがって実際の氾濫が発生した
場合には，必ず想定通りになる訳ではなく，想定を超える雨がふれば想定よりひどくなることも，また想定
に満たない場合もあるものです。学校や通学路が浸水想定範囲に入っていないからといって，必ずしも被災
しないことを保証するものではありません。また支流の氾濫や内水氾濫は，多くの場合考慮されていません。
ハザードマップへの記載内容をよく読んでその特性を十分に理解し，避難計画策定等に活用してゆく必要が
あります。
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※「学校安全計画例（小・中・高・特）」については、文部科学省資料「『生きる力』を 

はぐくむ学校での安全教育」付録 Ｐ128～135を引用し，長野県教育委員会において色 

分けや指導案掲載ページを加筆してあります。 

また，防災に関係するものを黄色でマークしてあります。 

 

※「災害安全」については，「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」付録 Ｐ144～ 

145をそのまま掲載してあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※ 次の章で紹介している，各学校の実践例（指導案等）も参考にしてください。 

Ⅲ 防災教育の計画例 

１ 校種別学校安全計画例と災害安全に関する指導の内容例（Ｐ52～61） 

２ 学習指導案例（Ｐ62～66） 

 

この表は学校安全計画に記載すべき項目と全体像を示し，各教科等における 

内容については，あくまで例として記載したものです。各学校においては， 

それぞれの教育目標や児童生徒の実態を踏まえたうえで学習指導要領をもと 

に必要な内容を記載してください。 

 

指導案例には，いろいろなものがありますが，ここでは，県内で起きた身近な 

災害を踏まえた，小学校の学級活動や総合的な学習の時間で行える指導案の例 

と，どの学校種でもすぐに使える，日本赤十字社の青少年赤十字防災教育プロ 

グラム「まもるいのち ひろめるぼうさい」（抜粋）を紹介します（各学校に配 

布済み）。「まもるいのち ひろめるぼうさい」については，日本赤十字社のホ 

ームページをご覧いただくか，日本赤十字社長野県支部までご連絡ください。 
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１０ １１ １２ １ ２ ３ 

乗り物の乗り降りに気 

をつけよう 

けがをしないように運 

動をしよう 

安全な冬の生活をしよ 

う 

災害から身を守ろう 道路標識を守ろう 安全な生活ができるよ 

うにしよう 

思いやり・親切 家庭愛 勇気 勤勉努力 節度節制 愛校心 

・竹ひご、つまよう 

じ、きりの使い方 

・郵便局見学時の安全 ・はさみ、ステープラ 

の使い方 

・はさみの使い方 ・昔遊びの安全な行 

い方 

・移植ごての使い方 

   ・自然災害からの復 
旧・復興（６） 

 

  

・薬品の正しい使用・ 

管理・廃棄 

・流れる水の働き 
・河川の働きと水害 
・ポリ袋、ゴム風船 
の使い方 

 

・土地のつくりと変化 
・（地震・津波・火山 
活動と災害） 

・鏡、凸レンズ、ガラ 
ス器具の使い方 

・夜間観察の安全 ・試験管、ビーカー、 

フラスコ、ガラス管 

の使い方 

 

 

接着剤・ニス等の造形活動で使用する材料や用具等の安全な扱い方 

 

・熱湯の安全な取扱い 

 方 

・ミシンの使い方 ・油の安全な取扱い方 ・食品の取扱い方 ・包丁の使い方 ・実習時の安全な服装 

・用具操作の安全 ・けがの防止（保健） ・ボール運動時の安全 ・持久走時の安全 ・跳躍運動時の安全 ・器械運動時の安全 

「安全マップづくり」（５年） P63  「社会の一員として活動しよう」（６年） 

◎乗り物の安全な乗り 

降りの仕方 

・廊下の安全な歩行の 

仕方 

◎誘拐防止教室 

・安全な登下校 

安全な服装 

◎冬休みの安全な過 

ごし方 

◎「おかしも」の約束 

・危ないものを見つけ 

たとき 

◎身近な道路標識 

・暖房器具の安全な 

使用 

・1年間の反省 

◎けがをしないために 

◎車内での安全な過 

ごし方 

・校庭・遊具の安全 

な遊び方 

◎校庭や屋上の使い方 

のきまり 

・安全な登下校 

◎冬休みの安全な過 

ごし方 

・凍結路の安全な歩 

き方 

・「おかしも」の約束 

◎安全な身支度 

◎自転車に関係のある 

道路標識 

・暖房器具の安全な 

使用 

・1年間の反省 

◎けがをしやすい時間 

と場所 

◎乗車時の事故とけが 

・校庭・遊具の安全 

点検 

◎校庭や屋上で起こる 

事故の防止策 

・安全な登下校 

◎冬休み中の事故や 

けが 

・凍結路の安全な歩 

き方 

◎災害時の携行品 

・安全な身支度、衣服 

の調節 

◎交通ルール 

・暖房器具の安全な 

使用 

・1年間の反省 

◎けがの種類と応急 

処置 

  ・児童集会    

・修学旅行 ・収穫祭、音楽発表会 

 

・避難訓練（火災） ・学習発表会 ・ありがとう集会 

・（地域の見守り隊 

等） 

・避難訓練（地震） 

・卒業式 

・校外学習時の道路の 

歩き方 

・電車・バスの安全な 

待ち方及び乗降の仕 

 方 

・安全な登下校 ・凍結路や雪道の歩 

き方 

・災害時の身の安全の 

守り方 

・道路標識の種類と 

意味 

・1年間の評価と反省 

・駅・バス停周辺の安 

全確認 

・通学路の確認 ・校内危険箇所の点検 ・防災用具の点検・整 

 備 

・学区内の安全施設の 

確認 

・通学路の安全確認 

・安全点検の評価・反 

 省 

・学校安全委員会 

（学校保健委員会） 

・地域教育会議 ・年末年始の交通安全 

運動の啓発 

・地域パトロール意見 

交換会 

・学校安全委員会 

（学校保健委員会） 

・地域ぐるみの学校安 

全推進委員会 

・校内事故等発生状況 

と安全措置に関する 

研修 

・学校安全における先 

進的な実践校の視察 

・防災に関する研修

（訓練時） 

 

・各種訓練結果の検証 

と各マニュアルの見 

直し 

・災害共済給付、交通 

事故の事例等から指 

導のポイント分析 

・安全教育の指導計画 

作成に向けた考え方 

付 

録 

この表は学校安全計画に記載すべき項目と全体像を示し、各教科等における内容については、あくまで例として記載したものです。各学校において

は、それぞれの教育目標や児童の実態を踏まえたうえで、学習指導要領をもとに必要な内容を記載してください。 

 

 

 

学校安全計画例（小学校） ※学級活動の欄 ◎…1単位時間程度の指導 ・…短い時間の指導 
 

 

項目 

   月 
4 5 6 7・8 9 

月 の 重 点 
通学路正しく歩こう 安全に休み時間を過ご 

そう 

梅雨時の安全な生活を 

しよう 

自転車のきまりを守ろ

う 

けがをしないように運 

動をしよう 

道 徳 規則尊重 生命の尊重 思いやり・親切 勤勉努力 明朗誠実 

安 

全 

教 

育 

生 活 

・遊具の正しい使い方 

・校内探検 

廊下の歩き方、安全 

な校内での過ごし方 

・地域巡り、野外観察 

の交通安全 

・活動に使用する用具 

等の安全な使い方 

・通学路の様子、安全 

を守っている人々の 

働き 

・虫探し・お店探検時 

の交通安全 

・はさみの使い方 

社 会 

・我が国の国土と自然 
環境（５） 

・地域の安全を守る 
働き（消防署や警 
察署）（３） 

・自然災害と人々を守 
る行政の働き（４） 

・地域におこる自然災 
害と日頃の備え

（４） 

・国土の保全と国民 
生活（自然条件と 
災害の種類や発生 
の位置や時期（５） 

理 科 

・天気の変化 

・ガスバーナーの使い 

方など正しい加熱、 

燃焼や気体の発生実験 

・カバーガラス、スラ 

イドガラス、フラス 

コなどガラス実験器 

具の使い方 

 

・雨水の行方と地面の 

様子 

・実験・観察器具の正 

しい使い方 

・夜間観察の安全  ・天気の変化と災害 

 

図 工 
・ハサミ・カッター・ナイフ・糸のこぎり・金づち・釘抜き・彫刻刀・ペンチ等の用具、針金・竹ひご・細木、 

家 庭 
・針、はさみの使い方 

・用具の個数確認 

・アイロン等の熱源 

用具の安全な取扱い 

・食品の取扱い方 ・包丁の使い方 

・調理台の整理整頓 

・実習時の安全な服装 

体 育 

・固定施設の使い方 

・運動する場の安全確 

 認 

・集団演技、行動時の 

安全 

・水泳前の健康観察 

・水泳時の安全 

・鉄棒運動の安全 

総合的な 

学習の時間 

「○○大好き～町たんけん」（３年）「交通安全ポスターづくり」（４年） 

学 

級 

活 

動 

低学年 

・通学路の確認 

◎安全な登下校 P62 

・安全な給食配膳 

・子ども110番の家の 

 場所 

・休み時間の約束 

◎防犯避難訓練の参加

の仕方 

・遠足時の安全 

・運動時の約束 

・雨天時の約束 

◎プールの約束 

・誘拐から身を守る 

・夏休みの約束 

◎自転車乗車時の約束 

・落雷の危険 

◎校庭や屋上の使い方 

のきまり 

・運動時の約束 

中学年 

・通学路の確認 

◎安全な登下校 P62 

・安全な清掃活動 

・誘拐の起こる場所 

・休み時間の安全 

◎防犯避難訓練への 

積極的な参加 

・遠足時の安全 

・運動時の約束 

◎防犯教室（３年生） 

・雨天時の安全な過 

ごし方 

◎安全なプールの利用 

の仕方 

・防犯にかかわる人 

たち 

・夏休みの安全な過 

ごし方 

・自転車乗車時のき 

まり 

・落雷の危険 

◎校庭や屋上の使い方 

のきまり 

・運動時の安全な服装 

高学年 

・通学路の確認 

◎安全な登下校 P62 

・安全な委員会活動 

・交通事故から身を守る 

◎身の回りの犯罪 

・休み時間の事故と 

けが 

◎防犯避難訓練の意義 

・交通機関利用時の 

安全 

・雨天時の事故とけが 

◎救急法と着衣泳 

・自分自身で身を守る 

◎防犯教室（４、５、 

６年生） 

・夏休みの事故と防 

止策 

・自転車の点検と整 

備の仕方 

・落雷の危険 

◎校庭や屋上で起こる 

事故の防止策 

・運動時の事故とけが 

児童会活動等 

・新1年生を迎える会 

 

・児童総会 

・クラブ活動、委員会 

活動開始 

 ・児童集会 

・地域児童会集会 

 

主な学校行事等 

・入学式 

・健康診断 

・交通安全運動 

・運動会・遠足 

・避難訓練（不審者） 

・自然教室 

・集団下校訓練（大雨 

等） 

・プール開き 

 ・交通安全運動 

・総合防災訓練（地震 

→引渡し） 

安 

全 

管 

理 

対人管理 

・安全な通学の仕方 

・固定施設遊具の安全 

な使い方 

・安全のきまりの設定 

・電車・バスの安全 

な待ち方及び乗降 

の仕方 

・プールでの安全の 

きまりの確認 

 

・自転車乗車時のきま 

り、点検・整備 

・校舎内での安全な 

過ごし方 

・校庭や屋上での安全 

な過ごし方 

対物管理 

・通学路の安全確認 

・避難経路の確認 

・安全点検計画 

・諸設備の点検及び 

整備 

・学校環境の安全点検 

及び整備 

・夏季休業前や夏季 

 休業中の校舎内外 

の点検 

・校庭や屋上など校舎 

外の整備 

学校安全に関する 

組織活動 

（保護者、地域、関係機

関等との連携） 

・登下校時、春の交通安

全運動期間の街頭指導 

（保護者等との連携） 

・校外における児童の 

安全行動把握、情報 

交換 

・地域ぐるみの学校安 

全推進委員会 

・学区危険箇所点検 

・地域パトロール意見 

交換会 

・登下校時、秋の交通 

安全運動期間の街頭 

指導地域パトロール 

（保護者等の連携） 

 

研 修 

・通学路の状況と安全 

上の課題 

・防犯に関する研修 

（緊急時の校内連絡体 

制マニュアルの点検） 

・熱中症予防と発生時 

の対応 

・安全教育に係るカリ 

キュラム・マネジメ 

ントの考え方 

・応急手当（止血等、 

心肺蘇生とＡＥＤを 

含む）研修（ＰＴＡ 

と連携） 

・遊具等の安全点検 

方法等 

 

・防災に関する研修

（訓練時） 

 

付 

録 
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１０ １１ １２ １ ２ ３ 

乗り物の乗り降りに気 

をつけよう 

けがをしないように運 

動をしよう 

安全な冬の生活をしよ 

う 

災害から身を守ろう 道路標識を守ろう 安全な生活ができるよ 

うにしよう 

思いやり・親切 家庭愛 勇気 勤勉努力 節度節制 愛校心 

・竹ひご、つまよう 

じ、きりの使い方 

・郵便局見学時の安全 ・はさみ、ステープラ 

の使い方 

・はさみの使い方 ・昔遊びの安全な行 

い方 

・移植ごての使い方 

   ・自然災害からの復 
旧・復興（６） 

 

  

・薬品の正しい使用・ 

管理・廃棄 

・流れる水の働き 
・河川の働きと水害 
・ポリ袋、ゴム風船 
の使い方 

 

・土地のつくりと変化 
・（地震・津波・火山 
活動と災害） 

・鏡、凸レンズ、ガラ 
ス器具の使い方 

・夜間観察の安全 ・試験管、ビーカー、 

フラスコ、ガラス管 

の使い方 

 

 

接着剤・ニス等の造形活動で使用する材料や用具等の安全な扱い方 

 

・熱湯の安全な取扱い 

 方 

・ミシンの使い方 ・油の安全な取扱い方 ・食品の取扱い方 ・包丁の使い方 ・実習時の安全な服装 

・用具操作の安全 ・けがの防止（保健） ・ボール運動時の安全 ・持久走時の安全 ・跳躍運動時の安全 ・器械運動時の安全 

「安全マップづくり」（５年） P63  「社会の一員として活動しよう」（６年） 

◎乗り物の安全な乗り 

降りの仕方 

・廊下の安全な歩行の 

仕方 

◎誘拐防止教室 

・安全な登下校 

安全な服装 

◎冬休みの安全な過 

ごし方 

◎「おかしも」の約束 

・危ないものを見つけ 

たとき 

◎身近な道路標識 

・暖房器具の安全な 

使用 

・1年間の反省 

◎けがをしないために 

◎車内での安全な過 

ごし方 

・校庭・遊具の安全 

な遊び方 

◎校庭や屋上の使い方 

のきまり 

・安全な登下校 

◎冬休みの安全な過 

ごし方 

・凍結路の安全な歩 

き方 

・「おかしも」の約束 

◎安全な身支度 

◎自転車に関係のある 

道路標識 

・暖房器具の安全な 

使用 

・1年間の反省 

◎けがをしやすい時間 

と場所 

◎乗車時の事故とけが 

・校庭・遊具の安全 

点検 

◎校庭や屋上で起こる 

事故の防止策 

・安全な登下校 

◎冬休み中の事故や 

けが 

・凍結路の安全な歩 

き方 

◎災害時の携行品 

・安全な身支度、衣服 

の調節 

◎交通ルール 

・暖房器具の安全な 

使用 

・1年間の反省 

◎けがの種類と応急 

処置 

  ・児童集会    

・修学旅行 ・収穫祭、音楽発表会 

 

・避難訓練（火災） ・学習発表会 ・ありがとう集会 

・（地域の見守り隊 

等） 

・避難訓練（地震） 

・卒業式 

・校外学習時の道路の 

歩き方 

・電車・バスの安全な 

待ち方及び乗降の仕 

 方 

・安全な登下校 ・凍結路や雪道の歩 

き方 

・災害時の身の安全の 

守り方 

・道路標識の種類と 

意味 

・1年間の評価と反省 

・駅・バス停周辺の安 

全確認 

・通学路の確認 ・校内危険箇所の点検 ・防災用具の点検・整 

 備 

・学区内の安全施設の 

確認 

・通学路の安全確認 

・安全点検の評価・反 

 省 

・学校安全委員会 

（学校保健委員会） 

・地域教育会議 ・年末年始の交通安全 

運動の啓発 

・地域パトロール意見 

交換会 

・学校安全委員会 

（学校保健委員会） 

・地域ぐるみの学校安 

全推進委員会 

・校内事故等発生状況 

と安全措置に関する 

研修 

・学校安全における先 

進的な実践校の視察 

・防災に関する研修

（訓練時） 

 

・各種訓練結果の検証 

と各マニュアルの見 

直し 

・災害共済給付、交通 

事故の事例等から指 

導のポイント分析 

・安全教育の指導計画 

作成に向けた考え方 

付 

録 
この表は学校安全計画に記載すべき項目と全体像を示し、各教科等における内容については、あくまで例として記載したものです。各学校において

は、それぞれの教育目標や児童の実態を踏まえたうえで、学習指導要領をもとに必要な内容を記載してください。 
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１０ １１ １２ １ ２ ３ 

交通法規を理解し守れ

るようになろう 

危険を予測し、 安全な 

生活ができるようにな

ろう 

安全な地域づくりに貢

献できるようになろう 

厳冬期を安全に過ごそ  

う 

事故や災害を乗り越え

た人の生き方について

学ぼう 

新生活に向けて安全な

生活ができるようにな

ろう 

我が国の伝統と文化の

尊重、国を愛する態度 

国際理解、国際貢献 社会参画、公共の精神 家族愛、家庭生活の充

実 

感動、畏敬の念 よりよく生きる喜び 

日本の地域的特色と地域区分 

・地形や気候の特色、国土の特色 

・自然災害と防災への取組 

現代日本の特色（情報化） 

・災害時における防災情報の発信・活用 

・電気器具の使い方 大地の成り立ちと変化 

・火山活動と火成岩 

・火山災害 

・地震の伝わり方と 

地球内部の働き 

（地震・津波発生の 

メカニズム等） 

・自然の恵みと火山 

災害、地震災害 

天気とその変化 
・気象観測 

・天気の変化 

・日本の天気と気象 

災害への備え 

・自然の恵みと気象 

災害 

・地域の自然災害 

 

・小型ナイフの使い方 ・打ち出し用具の使い 

 方 

・塗装の際の一般的 

注意 

・カッター、はさみ、

コンパス等の使用上 

 の注意 

・絵の具、用具の保管 

や管理の指導 

・教室での一般的諸 

注意 

・器具、用具の点検 

・器械運動における 

段階的な練習と適 

切な補助の仕方 

・長距離走における 

健康状態の把握と 

個人の体力にあっ 

たペース配分 

・武道における場所、 

用具の適切な使い 

方と手入れ（禁じ 

技など） 

・サッカーにおける 

適切な用具、場所の 

使い方（ゴールの運 

搬や固定の仕方等） 

・バスケットボールに 

おける適切なルール 

やマナーの徹底、ゲ 

ームの安全 

・器具用具の点検 

・備品整理 

 ・交通事故や自然災害 

などによる傷害の発 

生要因 

・交通事故などによる 

傷害の防止 

・自然災害による傷害 

の防止 

・応急手当  

・塗装時の換気や火気 ・暖房と換気について 

・床に落ちているもの 

の危険性 

・屋内配線と家庭電気 

の安全な利用 

・電子機器の利用と 

安全（はんだ付け 

による火傷の注意） 

・加熱と漏電 

・電気製品製作上の 

安全配慮  

・器具点検整備 

 

・自然災害に備えた 

住空間の整え方 

・幼児や高齢者等との 

交流についての注意 

・衣服製作についての 

一般的注意 

・裁縫用具の適切な 

管理 

・アイロン、ミシンの 

適切な使い方 

・備品の点検整備 ・備品検査 

※定期的な備品検査（台帳管理） 

 

・文化祭の準備と安全 

◎交通法規の意義と安 

 全 

・自分の健康チェック 

（持久走大会と安全） 

・冬休みの生活設計と 

安全 

・火気の注意 

◎災害への備えと協力 

（地域の一員として） 

自転車の安全で正し 

い利用 

◎交通事故の加害と 

被害 

・ボランティア活動の 

意義の理解と参加 

・施設の安全な利用 

◎降雪時の安全 

・けがの発生状況と 

その防止 

・1年間の反省 

・球技大会や3年生を 

送る会での安全 

◎部活動の安全とリー 

ダーの役割 

・文化祭の準備と安全 

・自分の健康チェック 

（・持久走大会と安

全） 

・冬休みの生活設計と 

安全 

・火気の注意 

◎災害への備えと協力 

（地域の一員として） 

◎交通事故の加害と 

被害 

・ボランティア活動の 

意義の理解と参加 

◎降雪時の安全 

・けがの発生状況と 

その防止 

・1年間の反省 

・球技大会や3年生を 

送る会での安全 

◎交通事故の原因と 

事故の特性 

・自分の健康チェック 

（・持久走大会と安 

全） 

・冬休みの生活設計と 

安全 

・火気の注意 

◎災害への備えと協力 

（地域の一員として） 

◎交通事故の加害と 

被害 

・ボランティア活動の 

意義の理解と参加 

◎降雪時の安全 

・けがの発生状況と 

その防止 

・1年間の反省 

・球技大会や3年生を 

送る会での安全 

学校、教室環境の整 

備修繕（奉仕活動） 

・文化祭 

・市総体壮行会 

・市駅伝大会壮行会  ・ボランティア活動な 

どの社会参加 

・生徒会総会 ・球技大会 

・３年生を送る会 

・文化祭 ・持久走大会  ・防災訓練と防災学習 ・自然教室  

  ・冬季に多い傷害予防    

・文化祭の準備と安全 ・携帯電話・パソコン 

の安全な使い方 

・避難時の約束につい 

 て 

・自転車の正しい利用 

と危険防止 

・施設・設備等の安全 

な使い方について 

・1年間の人的管理の 

評価と反省 

・学校環境の安全点検 

及び整備（体育館） 

・避難経路の確認 

・防火設備、用具の 

点検整備 

・避難所として開放 

する場所の点検 

・学校環境の安全点検 

及び整備（通学路） 

・学校環境の安全点検 

及び整備（備品） 

1年間の学校環境安全 

点検の評価と反省 

・学校安全委員会 

・校内の点検 

・津波防災の日に係る 

啓発活動 

・自転車の安全な利用 

に関する研修（指導 

方法） 

 

・地域防災訓練の啓発 

・通学路の点検 

・阪神・ 淡路大震災

（17日）の想起と防災 

の啓発活動 

・応急手当と緊急時 

校内連絡体制 

・学校評価委員会 

（学校安全の取組に関 

する評価） 

・校内事故等発生状況 

と安全措置に関する 

研修 

・地域交通安全パトロ 

ール 

・東日本大震災の想起 

と防災の啓発活動 

この表は学校安全計画に記載すべき項目と全体像を示し、各教科等における内容については、あくまで例として記載したものです。各学校において

は、それぞれの教育目標や生徒の実態を踏まえたうえで、学習指導要領をもとに必要な内容を記載してください。 

 

 

学校安全計画例（中学校） ※学級活動の欄 ◎…1単位時間程度の指導 ・…短い時間の指導 
  

 

項目 

     月 
4 5 6 7・8 9 

月 の 重 点 

安全な登下校ができるよ

うになろう 

けがのない体育祭にし

よう 

梅雨期を安全に過ごそ 

う 

熱中症に気を付けよう 

 

過去の災害を知り、災害に備

えた生活をしよう 

道 徳 
生命の尊さ よりよい学校生活、集

団生活の充実 

自主・自立、自由と責

任 

遵法精神、公徳心 郷土の伝統と文化の尊重、郷

土を愛する態度 

安 

全 

教 

育 

社 会 

日本の様々な地域（地域調査） 

・防災を視点とした地域調査 

理 科 

・理科室における一般 
的注意 

・実験時の危険防止と 
ふさわしい服装 

・薬品やガラス器具 
の使い方  

・加熱器具の使い方  
・備品の点検整備 

・薬品の保管・廃棄等 ・薬品検査 
・野外調査・天体観察 
の留意点 

・自主研究の実験場の注意  
・電気についての知識 
 

美 術 

・美術室の備品と安全 

な行動 

・備品の点検整備 ・彫刻刀の正しい使い 

 方 

・ニードル等の道具の 

使用の注意 

・備品検査 

・版画用プレス機の使い方 

体育分野 

・集団行動様式の徹底 

・施錠や用具の使い方 

・自己の体力を知る

（体力テストの実施） 

・水泳の安全な行い方 

と事故防止 

 ・陸上運動の適切な場所の 

使い方と安全な行い方 

保健分野 

 ・交通事故や自然災害 

などによる傷害の発 

生要因 

・熱中症予防   

技術・家庭 

 

・施設・設備の使用上 

の注意 

・作業場所の確保 

・安全、適切な制作 

・金属材料の性質と 

切断 

・工作加工機械や工具 

の安全や点検 

・切断切削加工時の 

 安全 

・備品の点検整備 

・工作機械の安全な利用 

・実習室の使用上の注意 ・ガスコンロの使い方 

・換気、ゴム管の点検 

・調理実習における注 

 意 

・備品の点検整備 ・電気機器の安全な利用 

・食生活と健康 

実験、実習 

を伴う教科 

・実験に使用する加熱器具やガラス器具等の安全な使い方、薬品の安全な取扱いと適正な保管・廃棄 

・造形活動や加工、調理等の各種作業で使用する機械や工具、電気、ガス製品の安全な利用と整備点検 

総合的な 

学習の時間 

〈活動例〉「わが町の交通安全対策調べ」「学区安全マップづくり」「災害とまちづくり・くにづくり」など 

学 

級 
活 

動 

第1学年 

・通学路の確認 

・部活動での安全 

・自分でできる安全点検 

◎犯罪被害の防止や通 

報の仕方 

・体育祭の取組と安全 

◎災害時の安全な避 

難の仕方と日常の 

備え 

・清掃方法を確認し 

よう 

・雨天時の校舎内での 

過ごし方 

・校内での事故と安全 

な生活 

◎水泳、水の事故と安 

 全 

・落雷の危険や風水害 

・自分の健康チェック 

◎夏休みの生活設計と 

安全（防犯） 

・プール・海・川等の 

水難事故防止 

◎地震の危険 

・市総合体育大会と安全 

第２学年 

・通学路の確認 

・自分でできる安全点検 

◎犯罪被害の防止や通報 

の仕方 

・体育祭の取組と安全 

◎交通事故防止を考え 

よう 

・雨天時の校舎内での 

過ごし方 

◎水泳、水の事故と安 

 全 

・自分の健康チェック 

◎夏休みの生活設計と 

安全（防犯） 

・プール・海・川等の 

水難事故防止 

◎地震の危険と避難 

・市総合体育大会と安全 

第３学年 

◎犯罪被害の防止や通報 

の仕方 

・登下校の安全 

・自分でできる安全点検 

・体育祭準備 ◎水泳、水の事故と安 

 全 

◎修学旅行と安全 

・自分の健康チェック 

◎夏休みの生活設計と 

安全（防犯） 

・プール・海・川等の 

水難事故防止 

◎地震の危険と避難 

・市総合体育大会と安全 ◎心の安定と事故 

生徒会活動 
・部活動紹介 ・体育祭 ・生徒会総会 ・球技大会  

・校内安全点検活動 ・中体連壮行会 

主な学校行事等 

・学校説明会 

・交通安全運動 

・避難訓練（地震） 

・新体力テスト 

・体育祭 

・修学旅行 

・避難訓練（不審者） 

・心肺蘇生法講習会 

・夏の交通安全運動 ・避難訓練（地震→引渡し） 

・秋の交通安全運動 

部 活 動 
・活動ガイダンス 

・練習の進め方指導 

・部活動保護者会 ・熱中症予防指導   

安 

全 

管 

理 

対 人 管 理 

・通学方法の決定 

・安全の決まりの設定

（校則の確認・周知） 

・身体の安全について 

及びけがの予防 

・校舎内の安全な過ご 

し方 

・プールにおける安全 

な活動 

・自己点検のポイント 

・救急体制の見直し 

・夏季休業中の部活動 

での安全と対応 

・身体の安全について及び 

けがの予防 

対 物 管 理 

・通学路の確認 

 

・運動場など校舎外の 

整備 

・安全点検年間計画、 

点検方法の確認 

・学校環境の安全点検 

及び整備（階段・廊 

下・プール） 

・夏季休業前や夏季休 

業中の校舎内外の点 

検 

・諸設備の点検及び整備 

学校安全に関する 

組織活動 

（研修含む） 

・春の交通安全運動期 

間の啓発活動、街頭 

指導 

・学区危険箇所点検 

・危機管理体制に関す 

る研修 

・校外における生徒の 

安全行動把握、情報 

交換 

・熱中症予防に関する 

研修 

・学校安全に関する協 

議会 

・心肺蘇生法（AED） 

 研修・防犯に関する 

研修（マニュアル 

の確認 

・地域パトロール 

・学校が避難所になっ 

た場合の市職員や自 

主防災組織との話し 

合い等） 

・防災の日 

・秋の交通安全運動の啓発 

と街頭指導 

・防災に関する研修（避難 

訓練） 

付 

録 
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１０ １１ １２ １ ２ ３ 

交通法規を理解し守れ

るようになろう 

危険を予測し、 安全な 

生活ができるようにな

ろう 

安全な地域づくりに貢

献できるようになろう 

厳冬期を安全に過ごそ  

う 

事故や災害を乗り越え

た人の生き方について

学ぼう 

新生活に向けて安全な

生活ができるようにな

ろう 

我が国の伝統と文化の

尊重、国を愛する態度 

国際理解、国際貢献 社会参画、公共の精神 家族愛、家庭生活の充

実 

感動、畏敬の念 よりよく生きる喜び 

日本の地域的特色と地域区分 

・地形や気候の特色、国土の特色 

・自然災害と防災への取組 

現代日本の特色（情報化） 

・災害時における防災情報の発信・活用 

・電気器具の使い方 大地の成り立ちと変化 

・火山活動と火成岩 

・火山災害 

・地震の伝わり方と 

地球内部の働き 

（地震・津波発生の 

メカニズム等） 

・自然の恵みと火山 

災害、地震災害 

天気とその変化 
・気象観測 

・天気の変化 

・日本の天気と気象 

災害への備え 

・自然の恵みと気象 

災害 

・地域の自然災害 

 

・小型ナイフの使い方 ・打ち出し用具の使い 

 方 

・塗装の際の一般的 

注意 

・カッター、はさみ、

コンパス等の使用上 

 の注意 

・絵の具、用具の保管 

や管理の指導 

・教室での一般的諸 

注意 

・器具、用具の点検 

・器械運動における 

段階的な練習と適 

切な補助の仕方 

・長距離走における 

健康状態の把握と 

個人の体力にあっ 

たペース配分 

・武道における場所、 

用具の適切な使い 

方と手入れ（禁じ 

技など） 

・サッカーにおける 

適切な用具、場所の 

使い方（ゴールの運 

搬や固定の仕方等） 

・バスケットボールに 

おける適切なルール 

やマナーの徹底、ゲ 

ームの安全 

・器具用具の点検 

・備品整理 

 ・交通事故や自然災害 

などによる傷害の発 

生要因 

・交通事故などによる 

傷害の防止 

・自然災害による傷害 

の防止 

・応急手当  

・塗装時の換気や火気 ・暖房と換気について 

・床に落ちているもの 

の危険性 

・屋内配線と家庭電気 

の安全な利用 

・電子機器の利用と 

安全（はんだ付け 

による火傷の注意） 

・加熱と漏電 

・電気製品製作上の 

安全配慮  

・器具点検整備 

 

・自然災害に備えた 

住空間の整え方 

・幼児や高齢者等との 

交流についての注意 

・衣服製作についての 

一般的注意 

・裁縫用具の適切な 

管理 

・アイロン、ミシンの 

適切な使い方 

・備品の点検整備 ・備品検査 

※定期的な備品検査（台帳管理） 

 

・文化祭の準備と安全 

◎交通法規の意義と安 

 全 

・自分の健康チェック 

（持久走大会と安全） 

・冬休みの生活設計と 

安全 

・火気の注意 

◎災害への備えと協力 

（地域の一員として） 

自転車の安全で正し 

い利用 

◎交通事故の加害と 

被害 

・ボランティア活動の 

意義の理解と参加 

・施設の安全な利用 

◎降雪時の安全 

・けがの発生状況と 

その防止 

・1年間の反省 

・球技大会や3年生を 

送る会での安全 

◎部活動の安全とリー 

ダーの役割 

・文化祭の準備と安全 

・自分の健康チェック 

（・持久走大会と安

全） 

・冬休みの生活設計と 

安全 

・火気の注意 

◎災害への備えと協力 

（地域の一員として） 

◎交通事故の加害と 

被害 

・ボランティア活動の 

意義の理解と参加 

◎降雪時の安全 

・けがの発生状況と 

その防止 

・1年間の反省 

・球技大会や3年生を 

送る会での安全 

◎交通事故の原因と 

事故の特性 

・自分の健康チェック 

（・持久走大会と安 

全） 

・冬休みの生活設計と 

安全 

・火気の注意 

◎災害への備えと協力 

（地域の一員として） 

◎交通事故の加害と 

被害 

・ボランティア活動の 

意義の理解と参加 

◎降雪時の安全 

・けがの発生状況と 

その防止 

・1年間の反省 

・球技大会や3年生を 

送る会での安全 

学校、教室環境の整 

備修繕（奉仕活動） 

・文化祭 

・市総体壮行会 

・市駅伝大会壮行会  ・ボランティア活動な 

どの社会参加 

・生徒会総会 ・球技大会 

・３年生を送る会 

・文化祭 ・持久走大会  ・防災訓練と防災学習 ・自然教室  

  ・冬季に多い傷害予防    

・文化祭の準備と安全 ・携帯電話・パソコン 

の安全な使い方 

・避難時の約束につい 

 て 

・自転車の正しい利用 

と危険防止 

・施設・設備等の安全 

な使い方について 

・1年間の人的管理の 

評価と反省 

・学校環境の安全点検 

及び整備（体育館） 

・避難経路の確認 

・防火設備、用具の 

点検整備 

・避難所として開放 

する場所の点検 

・学校環境の安全点検 

及び整備（通学路） 

・学校環境の安全点検 

及び整備（備品） 

1年間の学校環境安全 

点検の評価と反省 

・学校安全委員会 

・校内の点検 

・津波防災の日に係る 

啓発活動 

・自転車の安全な利用 

に関する研修（指導 

方法） 

 

・地域防災訓練の啓発 

・通学路の点検 

・阪神・ 淡路大震災

（17日）の想起と防災 

の啓発活動 

・応急手当と緊急時 

校内連絡体制 

・学校評価委員会 

（学校安全の取組に関 

する評価） 

・校内事故等発生状況 

と安全措置に関する 

研修 

・地域交通安全パトロ 

ール 

・東日本大震災の想起 

と防災の啓発活動 

この表は学校安全計画に記載すべき項目と全体像を示し、各教科等における内容については、あくまで例として記載したものです。各学校において

は、それぞれの教育目標や生徒の実態を踏まえたうえで、学習指導要領をもとに必要な内容を記載してください。 
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１０ １１ １２ １ ２ ３ 

交通道徳の理解 安全な行動 事故災害の防止 安全な通学 事故原因と対策 安全な生活 

 ・（公）防災情報の 

理解と活用 

・（地）地球の内部・ 

大気・海洋に関する 

理解 

・（地）持続可能な 

地域づくり 

  

 ・（物）電気器具の 
取扱い上の注意 

 

 ・(物)放射線に関す 
る知識・理解 

 ・（地）身近な自然 
環境と自然災害 

 

・（保）健康と運動 

・体育大会の事故防止 

・体力について ・冬季スポーツの意義 

・校内マラソン大会の 

安全 

 ・（保）交通事故の 

補償と責任 

・体育施設・用具の 

安全点検 

 ・安全に配慮した衣生 

活（被服の管理、目 

的に応じた服装） 

 ・災害などの安全に配 

慮した住居の機能、 

住生活や住環境の 

工夫 

  

化学薬品の取扱いと使用上の注意、点検・整備 

ボランティア活動体験、地域ハザードマップについて、災害時における応急救護実習、非常食の作り方実習、防災関連施設の見学、今年度 

◎事故災害時の応急 

手当 

・体育大会の安全 

◎自転車加害事故の 

責任 

・火災の予防とスト 

ーブの取扱い 

◎火災予防と避難訓練 

・校内マラソン大会の 

安全 

・冬休みの生活と安全 

◎交通事故の対応と 

応急手当 

◎幼児と老人の心理 

と行動 

・危険の予測 

・地域の安全活動 

◎春休みの生活と安全 

・今年度活動の評価と 

まとめ 

◎修学旅行の安全 

・体育大会の安全 

◎危険予測訓練 

・火災の予防とスト 

ーブの取扱い 

◎火災予防と避難訓練 

・校内マラソン大会の 

安全 

・冬休みの生活と安全 

◎これからの社会生活 

と交通問題 

◎休業日の交通事故 

防止 

・規律正しい生活 

・地域の安全活動 

◎春休みの生活と安全 

・今年度活動の評価と 

まとめ 

◎事故災害時の応急 

手当 

・体育大会の安全 

・地域の安全活動 

◎運転免許の仕組みと 

運転者の義務・責任 

・火災の予防とスト 

 ーブの取扱い 

◎火災予防と避難訓練 

・校内マラソン大会の 

安全 

・冬休みの生活と安全 

◎これからの社会生活 

と交通問題 

◎家庭学習について 

・規律正しい生活 

◎卒業に当たって 

・今年度活動の評価と 

まとめ 

・修学旅行 

・体育大会 

・交通安全教室 

・避難訓練 

（生徒の企画） 

・校内マラソン大会 

・避難訓練（火災） 

・冬休みの諸注意 

・終業式 

・始業式 ・学校保健委員会 

・１、２年生（生徒 

指導集会） 

・校内意見発表会 

・卒業式 

・終業式 

・春休みの諸注意 

・校外巡視 ・第２回バイク通学 

許可 

・校外巡視 

・バイク、自動車免 

許取得の手続 

・校外巡視 

・免許取得の指導 

・校外巡視 

・校外巡視 

・入社前指導 

・校外巡視 

・バイク免許取得の 

手続 

・活動場所の安全点検 ・用具の点検・整備 ・部室の安全点検 ・活動場所の安全点検 ・応急手当実技講習  

・体育大会 

・保健委員会 

（避難訓練の企画） 

・保健委員会 ・球技大会 ・保健委員会 ・３年生を送る会  

・修学旅行の安全対策 

・体育大会の安全対策 

・事故災害時の応急手 

当の徹底 

・文化祭の安全対策 

・避難訓練の徹底 

・校内マラソン大会の 

安全対策 

・長期休業前生活指導 

・冬休みの健康管理 

・校内競技大会の安全 

対策 

・暖房の取扱い ・交通規則の徹底 ・今年度活動の反省と 

次年度の計画立案 

・長期休業前生活指導 

・本年度の事故発生の 

まとめ 

・安全点検整備 

（体育館、部室、 

運動器具） 

・安全点検整備 

（校庭） 

・ストーブの取扱い 

・毒物劇物危害防止 

対策総点検 

・安全点検整備 

（普通・特別教室、 

実習実験器具） 

・防災施設・設備の 

点検整備 

・安全点検整備 

（体育館、部室、 

運動器具） 

・火気器具の安全点検 

・安全点検整備 

（施設、設備） 

・火気器具の安全点検 

・安全点検活動の評価 

・次年度の計画立案 

・生徒用机・いすの点 

検整備 

・防災施設・設備の点 

検整備 

・中高連絡会 

・学校安全委員会 

・計画訪問による理科 

薬品等の適正な管理 

点検 

・保護者面談週間 

・安全に関する広報 

活動 

・交通安全に関する研 

修（法令等改正、自 

転車等安全利用に関 

する指導方法等） 

・交通街頭指導 

・生徒指導協議会 

（学校警察連絡協 

議会） 

・年末の交通安全運動 

 

・交通街頭指導 

・ＰＴＡ委員会 

・学校安全委員会 

・教職員研修（防災） 

・学校評価委員会 

（学校安全の取組に 

関する評価） 

・校内、交通事故等 

発生状況の分析と 

対策の検討 

・今年度活動の評価と 

次年度の計画立案 

 

付 

録 

この表は学校安全計画に記載すべき項目と全体像を示し、各教科等における内容については、あくまで例として記載したものです。各学校において

は、それぞれの教育目標や生徒の実態を踏まえたうえで、学習指導要領をもとに必要な内容を記載してください。 

 

 

 学校安全計画例（高等学校） ※ホームルーム活動の欄 ◎…１単位時間程度の指導 ・…短い時間の指導 
 

      月 

項目 
４ ５ ６ ７・８ ９ 

月 の 重 点 安全な通学 学校生活での安全 梅雨期の健康安全 野外活動での安全 学校行事での安全 

安 
 
 
 

全 
 
 
 

教 
 
 
 
 

育 

地理歴史・公民 
 ・（地）世界の地形・ 

気候と自然災害 

・（地）地域の自然環 

境の特色と自然災害 

 ・（地）ハザードマップと 

自然災害への備え 

理  科 

・実験器具等の安全 
 な扱い方  
・施設・設備・薬品 
 管理等の点検 

・（科）自然景観と 
自然災害 

・（地）自然の恩恵 
と自然災害 

・（地)火山活動と 
地震 

 ・(地)日本に見られる気象 
現象の特徴、災害の予測 
と防災 

保健体育 

・体育施設・用具の 

安全点検 

・（保）安全な交通 

行動と事故防止 

・水泳の安全 

・熱中症の予防 

・（保）応急手当 

 ・（保）犯罪被害の防止 

家 庭 

     

実験・実習を 

伴う科目 

・施設器具・機械の取扱いと使用上の注意、点検・整備熱源・電気器具の取扱いと使用上の注意、点検・整備 

総合的な探究 

の時間 

〈学習活動例〉テーマ「地域の安全と防災」 

防災ホームページの閲覧、災害の種類と対応（防災壁新聞・ポスター・パンフレット作成）、東日本大震災について、 

総合探究のまとめ 

１年 

ホームルーム 

活動 

◎高校に入学して 

・通学時の安全 

・防災体制の確立 

・犯罪被害の防止 

◎交通安全への参加 

部活動や休憩時の安全 

・自転車の構造と点 

検整備 

◎通学路に潜む危険 

◎地震と安全 

・雨の日の安全行動 

◎夏休みの生活と安全 

（防犯を含む） 

・野外活動の安全 

・落雷の危険 

◎地震災害対策 

・避難訓練の課題と改善 

◎歩行者の安全と交通環境 

・通学路の安全 

２年 

ホームルーム 

活動 

◎２年生になって 

・通学時の安全 

・防災体制の確立 

・犯罪被害の防止 

◎高校生の心理や行 

動と事故の特徴 

・部活動と健康管理 

・自転車の安全な利用 

◎地震と安全 

・雨の日と安全行動 

◎夏休みの生活と安全 

（防犯を含む） 

・野外活動の安全 

・落雷の危険 

◎地震災害対策 

・避難訓練の課題と改善 

◎交差点に潜む危険 

・通学路の安全 

３年 

ホームルーム 

活動 

◎３年生になって 

・通学時の安全 

・防災体制の確立 

・犯罪被害の防止 

◎幼児・高齢者・障害

のある人の心理と行動 

・安全意識と行動 

・自転車の安全な利用 

◎運転者の心理と行動 

特性 

◎地震と安全 

・雨の日と安全行動 

◎夏休みの生活と安全 

（防犯を含む） 

・野外活動の安全 

・落雷の危険 

◎地震災害対策 

・避難訓練の課題と改善 

◎交通事故の対応と応急手当 

・通学路の安全 

主な学校行事 

・交通安全運動への 

参加 

・定期健康診断 

・１年生オリエンテー

ション 

・学校保健安全委員会 

・遠足 

・救急法講習会 

・交通安全教室 

・３年生生徒指導集会 

・避難訓練（火災） 

・高校総体 

・保健委員会 

・２年生生徒指導集会 

・終業式 

・避難訓練（防犯） 

（防犯教室も実施） 

・夏休みの諸注意 

・始業式 

・避難訓練（地震） 

・文化祭 

・文化祭実行委員会 

個別指導 

・自転車、バイク通学 

許可 

・校門立番指導 

・自転車、バイクの 

点検 

・健康診断結果の指導 

・生徒指導全体集会 

 

・校外指導 

・自転車、バイクの実技 

指導 

・免許取得指導 

・自転車、バイクの点検 

・新規免許取得者指導 

部活動 
・新入部員オリエンテ 

ーション 

・用具の点検・整備 ・部活動部長会 ・救急法実技講習会 

・合宿・遠征の安全 

・用具の点検・整備 

生徒会活動 

・新入生オリエンテ 

 ーション 

・壮行会 ・保健委員会 

（交通安全アンケー 

ト） 

・球技大会 ・文化祭への準備 

 （交通安全実態調査） 

安 

全 

管 

理 

対 

人 

管 

理 

学校生活の安 

全 管 理 

・通学状況調査と登下 

校指導 

・救急体制の確立 

・下宿、アルバイト 

 調査 

・授業時の安全確認

（体育実技、農業実 

習、理科実験、家 

庭科実習） 

・車に係る規則の徹底 

・事故調査と防止対策 

・生徒引率の安全確認 

・防災避難訓練の徹底 

・長期休業前生活指導 

・大掃除の安全確認 

・防災対策の徹底 

・通学路の見直し 

・防災避難訓練の徹底 

・文化祭の安全対策 

・授業時の安全管理点検 

対 

物 

管 

理 

学校環境の安 

全管理 

・安全点検整備（施設 

設備、通学路） 

・自転車置場施設 

・防災設備の点検整備 

・自家用電気工作物保 

安点検 

・安全点検整備（普 

通・特別教室、実験 

実習器具） 

・環境整備美化作業 

・毒物劇物の適正な 

 管理等について 

・安全点検整備（プー 

ル、体育館、格技 

場、部室、運動器 

具） 

・消火器、消火栓、 

火災報知器の点検 

・安全点検整備（校庭､  

学校全般） 

 

・安全点検整備（普通、特 

別教室、実験実習器具） 

・通学路安全点検 

・防災施設 ・ 設備の点検 

整備 

学校安全に関する 

組織活動 

（研修含む） 

・春の交通安全運動 

・交通街頭指導 

・中高連絡会 

・職員研修（危機管理 

体制、心肺蘇生と 

ＡＥＤ） 

・PTA総会（危機管理 

マニュアルの周知） 

・保護者会 

・学校安全委員会 

（安全に関する連携 

会議） 

・保護者面談 

・ＰＴＡ委員会 

・教職員研修（熱中症 

の予防） 

・生徒指導協議会（学校 

警察連絡協議会） 

・校外指導・危険箇所 

巡視 

・教職員研修（ＳＮＳ、 

犯罪被害） 

・国民防災の日の啓発活動へ 

の参加（総合防災訓練等） 

・秋の交通安全運動 

・教職員研修（自然災害と 

避難所協力） 
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１０ １１ １２ １ ２ ３ 

交通道徳の理解 安全な行動 事故災害の防止 安全な通学 事故原因と対策 安全な生活 

 ・（公）防災情報の 

理解と活用 

・（地）地球の内部・ 

大気・海洋に関する 

理解 

・（地）持続可能な 

地域づくり 

  

 ・（物）電気器具の 
取扱い上の注意 

 

 ・(物)放射線に関す 
る知識・理解 

 ・（地）身近な自然 
環境と自然災害 

 

・（保）健康と運動 

・体育大会の事故防止 

・体力について ・冬季スポーツの意義 

・校内マラソン大会の 

安全 

 ・（保）交通事故の 

補償と責任 

・体育施設・用具の 

安全点検 

 ・安全に配慮した衣生 

活（被服の管理、目 

的に応じた服装） 

 ・災害などの安全に配 

慮した住居の機能、 

住生活や住環境の 

工夫 

  

化学薬品の取扱いと使用上の注意、点検・整備 

ボランティア活動体験、地域ハザードマップについて、災害時における応急救護実習、非常食の作り方実習、防災関連施設の見学、今年度 

◎事故災害時の応急 

手当 

・体育大会の安全 

◎自転車加害事故の 

責任 

・火災の予防とスト 

ーブの取扱い 

◎火災予防と避難訓練 

・校内マラソン大会の 

安全 

・冬休みの生活と安全 

◎交通事故の対応と 

応急手当 

◎幼児と老人の心理 

と行動 

・危険の予測 

・地域の安全活動 

◎春休みの生活と安全 

・今年度活動の評価と 

まとめ 

◎修学旅行の安全 

・体育大会の安全 

◎危険予測訓練 

・火災の予防とスト 

ーブの取扱い 

◎火災予防と避難訓練 

・校内マラソン大会の 

安全 

・冬休みの生活と安全 

◎これからの社会生活 

と交通問題 

◎休業日の交通事故 

防止 

・規律正しい生活 

・地域の安全活動 

◎春休みの生活と安全 

・今年度活動の評価と 

まとめ 

◎事故災害時の応急 

手当 

・体育大会の安全 

・地域の安全活動 

◎運転免許の仕組みと 

運転者の義務・責任 

・火災の予防とスト 

 ーブの取扱い 

◎火災予防と避難訓練 

・校内マラソン大会の 

安全 

・冬休みの生活と安全 

◎これからの社会生活 

と交通問題 

◎家庭学習について 

・規律正しい生活 

◎卒業に当たって 

・今年度活動の評価と 

まとめ 

・修学旅行 

・体育大会 

・交通安全教室 

・避難訓練 

（生徒の企画） 

・校内マラソン大会 

・避難訓練（火災） 

・冬休みの諸注意 

・終業式 

・始業式 ・学校保健委員会 

・１、２年生（生徒 

指導集会） 

・校内意見発表会 

・卒業式 

・終業式 

・春休みの諸注意 

・校外巡視 ・第２回バイク通学 

許可 

・校外巡視 

・バイク、自動車免 

許取得の手続 

・校外巡視 

・免許取得の指導 

・校外巡視 

・校外巡視 

・入社前指導 

・校外巡視 

・バイク免許取得の 

手続 

・活動場所の安全点検 ・用具の点検・整備 ・部室の安全点検 ・活動場所の安全点検 ・応急手当実技講習  

・体育大会 

・保健委員会 

（避難訓練の企画） 

・保健委員会 ・球技大会 ・保健委員会 ・３年生を送る会  

・修学旅行の安全対策 

・体育大会の安全対策 

・事故災害時の応急手 

当の徹底 

・文化祭の安全対策 

・避難訓練の徹底 

・校内マラソン大会の 

安全対策 

・長期休業前生活指導 

・冬休みの健康管理 

・校内競技大会の安全 

対策 

・暖房の取扱い ・交通規則の徹底 ・今年度活動の反省と 

次年度の計画立案 

・長期休業前生活指導 

・本年度の事故発生の 

まとめ 

・安全点検整備 

（体育館、部室、 

運動器具） 

・安全点検整備 

（校庭） 

・ストーブの取扱い 

・毒物劇物危害防止 

対策総点検 

・安全点検整備 

（普通・特別教室、 

実習実験器具） 

・防災施設・設備の 

点検整備 

・安全点検整備 

（体育館、部室、 

運動器具） 

・火気器具の安全点検 

・安全点検整備 

（施設、設備） 

・火気器具の安全点検 

・安全点検活動の評価 

・次年度の計画立案 

・生徒用机・いすの点 

検整備 

・防災施設・設備の点 

検整備 

・中高連絡会 

・学校安全委員会 

・計画訪問による理科 

薬品等の適正な管理 

点検 

・保護者面談週間 

・安全に関する広報 

活動 

・交通安全に関する研 

修（法令等改正、自 

転車等安全利用に関 

する指導方法等） 

・交通街頭指導 

・生徒指導協議会 

（学校警察連絡協 

議会） 

・年末の交通安全運動 

 

・交通街頭指導 

・ＰＴＡ委員会 

・学校安全委員会 

・教職員研修（防災） 

・学校評価委員会 

（学校安全の取組に 

関する評価） 

・校内、交通事故等 

発生状況の分析と 

対策の検討 

・今年度活動の評価と 

次年度の計画立案 
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10 11 12 1 2 3 

体育祭を安全に成功さ

せよう 

文化祭を安全に成功さ

せよう 

冬休みを安全に過ごそ

う 

暖房時の安全を確認し

よう 

事故防止について確認

しよう 

春休みを安全に過ごそう 

陸上大会の安全 

体育祭練習や当日の安

全 

サッカー等の球技指導

における安全 

柔道等の武道における

安全 

バスケット等の球技指

導における安全 

マラソン大会 マット、跳び箱運動等の安

全 

・水酸化ナトリウム、塩化ナトリウム等の実験で使用する薬品等の安全な使い方と点検・保管・廃棄，野外観察や野外での注意 

などの材料の安全な使い方 ・写生や共同作品作時等の安全な設定 

使い方 ・包丁、ピラー、調理バサミなどの調理器具の安全な使い方や安全な調理方法を知る ・ミシン、アイロンなどの電気製品の安全な使い方 

方と換気 ・材料の安全な取扱い 

での安全な作業 

など安全な接客 

 

に対する意識を高める 

不審者から自分を守る 

（防犯避難訓練） 

「子供110番の家」の場

所確認 

冬休みの過ごし方 犯罪から身を守る携帯

電話の使い方 

暖房器具の近くの安全

な過ごし方 

春休みの過ごし方 

交通安全指導（警察

署） 

交通機関の利用とマナ

ー 

自転車に関する基本的

な交通法規を知る 

交差点の危険について 雪の日の交通安全 踏切事故等鉄道での安全 

抜き打ち避難訓練（地  
震・津波）訓練の大切
さ 
 

避難訓練（地震・津
波） 
起震車訓練、避難経路  
の確認、ドア開放 
 

避難訓練（火災）  
避難経路の確認、火元  
を回避して避難 
 

抜き打ち避難訓練  
（地震から火災へ）あ  
わてない、放送をよく  
聞いて行動・緊急地震
速報の利用 

避難訓練（火災）  
暖房器具の安全な使い  
方、身の回りの安全確  
認 
 

避難訓練（地震）落下物、
ガラス等の危険、出入り口
の確保，避難所体験 
 

ように繰り返し指導する 

体育祭現場実習  校外学習  マラソン大会 

スキー合宿 

 

放課後や休日を活用した部活動において安全に配慮した指導を行う 

健康観察 健康観察 健康観察 

避難経路確認 

健康観察 

冬期休業中の安全 

健康観察 

避難経路確認 

健康観察 

春期休業中の安全 

防災設備点検 暖房器具の設備点検 室内有害物質検査 

避難経路点検 

照度検査 避難経路点検  

 

 

不審者対応訓練  安全点検 防災に関する研修  安全点検 

校内事故等発生状況と安全

措置に関する研修 

※ 「学校安全計画例（小・中・高・特）」及び「災害安全」については，文部科学省資料「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」より引用。 

※ 「学校安全計画例」については，長野県教育委員会において，色分けや指導案掲載ページを加筆してあります。 
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項 目 4 5 6 7・８ 9 

月 の 重 点 
通学路の安全を確認しよ

う 

交通安全に気をつけて

通学しよう 

プールでの事故に気を

つけよう 

夏休みを安全に過ごそ

う 

交通安全について確認

しよう 

安 

全 

教 

育 

教 

科 

保健体育 
体育施設・用具の安全  
な使用 
 

体力テスト用具の点検 
と使い方 
 

プールにおける安全、救急法講習、心肺蘇生  
法、危険な動物・植物に近づかない 
 

ソフトボール、キック 
ベースボール等の球技 
指導における安全 

理 科 
ガラス製の実験器具，火気利用時，薬品等の注意。（例）フラスコ、ビーカー、バーナー、凸レンズ、針金等の実験

器具等の安全な使い方 

美 術 
・美術で使用するハサミやカッター、ナイフ、彫刻刀、木槌、土練機などの道具の安全な使い方 ・竹ひご、銅板、 

家 庭 
・調理で使用するガスコンロなどの安全な使い方 ・ミキサー、電子レンジ、ホットプレートなどの電気製品の安全な 

・針やはさみなどの道具の安全な使い方 

職 業 

木工班…ドリルやベルトグラインダーなどの電動工具の安全な使い方 ・のこぎりなどの工具の使い方 ・塗料の使い

園芸班…鍬や移植鏝、鎌などの道具の安全な使い方 ・土篩を使った安全な土のふるい方 ・野菜や花など育てる上 

接客班…実際の接客に必要なコミュニケーション能力の育成 ・トレイの持ち方、グラスの運び方、テーブルへの置き

方事務班…印刷機、シュレッダーなどの事務用機器の安全な使い方 ・ハサミやカッターなどの道具の安全な使い方 

自 立 活 動 

・健康の保持（アレルギー対応、緊急薬の保管、再調理の道具等の管理面の充実及び、変化への対応力の育成）、心

理的な安定（安心グッズの備えや落ち着ける場所の確保や把握）、人間関係の形成（集団生活におけるルール）、

環境の把握、身体の動き（車椅子ごと運べない場合、避難時に抱えられる、背負われる姿勢や過敏の解消）、コミ

ュニケーション（助けてと言える受援力の育成） 

総合的な学習の 

時間 

・学校における全教育活動との関連を基に計画し、自然体験や活動を促す中で、生徒の自発的な計画に基づき、安全 

生 活 安 全 

情緒の安定 

日常生活における安全 

集団行動の約束 

友達との接し方 

一人では行ってはいけ

ない場所、人通りの少

ない場所確認 

夏休みの過ごし方 自分の身を守る登下校

や交通機関の安全な利

用方法 

交 通 安 全 

登下校時の安全（安全な

歩行） 

交通安全（警察署員に

よる指導） 

雨の日の交通安全（傘

のさし方） 

交通機関の利用方法 横断歩道のわたり方 

自転車の乗り方 

災 害 安 全 

避難訓練（地震・津波）
訓練の大切さ・落ち着い
た行動 
 

避難訓練（火災）煙体 
験、煙の怖さ・被害、 
ハンカチの大切さ・避
難時の安全行動の徹底 
 

避難訓練（地震から火 
災へ）頭を守る大切
さ、落下物、倒壊物，
移動物への注意 
 

避難訓練（継送訓練） 
大雨による出水・土砂
災害等への対応 

 
 

総合防災訓練（消防
署）  

引渡し訓練 
 

ホームルーム活動 各月の避難訓練や安全指導に対して学級活動を活用して、事前学習や事後学習を行い児童生徒等がより理解できる 

学 校 行 事 等 

修学旅行（旅行中の安

全） 

 プール開き 

校外学習 

現場実習 

現場実習 宿泊訓練 

部活動…運動部（バスケット部、陸上部、サッカー部、バレー部、卓球部等）、文化部（演劇部、音楽部、美術部

等） 

安 

全 

管 

理 
対 人 管 理 

生徒の状況把握 

通学経路の確認 

避難経路確認 

次月の避難訓練確認 

火元責任者の表示 

緊急体制の確認 

健康観察 

避難経路確認 

水泳指導健康管理 

健康観察 

心肺蘇生法の確認 

水泳指導健康管理 

健康観察 

ＡＥＤの使い方確認 

夏季休業中の安全 

水泳指導健康管理 

健康観察 

対 物 管 理 

防災計画届け出 

通学路確認 

安全対策マニュアル 

飲料水点検 

防災設備点検 

避難経路点検 

プール施設・設備点検 

水質検査 

各教室、特別教室等の防火管理担当者による毎日の消防設備点検と閉鎖障害チェック、校内巡回指導 

学校安全に関する 

組織活動 

（研修含む） 

学校安全衛生委員会（年３回）、ＰＴＡ・地域との連携、登下校時刻の通学路交通規制 

春の交通安全運動 職員防災研修 救急法講習会 ＡＥＤ講習会 

安全点検 

秋の交通安全運動 
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10 11 12 1 2 3 

体育祭を安全に成功さ

せよう 

文化祭を安全に成功さ

せよう 

冬休みを安全に過ごそ

う 

暖房時の安全を確認し

よう 

事故防止について確認

しよう 

春休みを安全に過ごそう 

陸上大会の安全 

体育祭練習や当日の安

全 

サッカー等の球技指導

における安全 

柔道等の武道における

安全 

バスケット等の球技指

導における安全 

マラソン大会 マット、跳び箱運動等の安

全 

・水酸化ナトリウム、塩化ナトリウム等の実験で使用する薬品等の安全な使い方と点検・保管・廃棄，野外観察や野外での注意 

などの材料の安全な使い方 ・写生や共同作品作時等の安全な設定 

使い方 ・包丁、ピラー、調理バサミなどの調理器具の安全な使い方や安全な調理方法を知る ・ミシン、アイロンなどの電気製品の安全な使い方 

方と換気 ・材料の安全な取扱い 

での安全な作業 

など安全な接客 

 

に対する意識を高める 

不審者から自分を守る 

（防犯避難訓練） 

「子供110番の家」の場

所確認 

冬休みの過ごし方 犯罪から身を守る携帯

電話の使い方 

暖房器具の近くの安全

な過ごし方 

春休みの過ごし方 

交通安全指導（警察

署） 

交通機関の利用とマナ

ー 

自転車に関する基本的

な交通法規を知る 

交差点の危険について 雪の日の交通安全 踏切事故等鉄道での安全 

抜き打ち避難訓練（地  
震・津波）訓練の大切
さ 
 

避難訓練（地震・津
波） 
起震車訓練、避難経路  
の確認、ドア開放 
 

避難訓練（火災）  
避難経路の確認、火元  
を回避して避難 
 

抜き打ち避難訓練  
（地震から火災へ）あ  
わてない、放送をよく  
聞いて行動・緊急地震
速報の利用 

避難訓練（火災）  
暖房器具の安全な使い  
方、身の回りの安全確  
認 
 

避難訓練（地震）落下物、
ガラス等の危険、出入り口
の確保，避難所体験 
 

ように繰り返し指導する 

体育祭現場実習  校外学習  マラソン大会 

スキー合宿 

 

放課後や休日を活用した部活動において安全に配慮した指導を行う 

健康観察 健康観察 健康観察 

避難経路確認 

健康観察 

冬期休業中の安全 

健康観察 

避難経路確認 

健康観察 

春期休業中の安全 

防災設備点検 暖房器具の設備点検 室内有害物質検査 

避難経路点検 

照度検査 避難経路点検  

 

 

不審者対応訓練  安全点検 防災に関する研修  安全点検 

校内事故等発生状況と安全

措置に関する研修 

※ 「学校安全計画例（小・中・高・特）」及び「災害安全」については，文部科学省資料「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」より引用。 

※ 「学校安全計画例」については，長野県教育委員会において，色分けや指導案掲載ページを加筆してあります。 

付 

録 

この表は学校安全計画に記載すべき項目と全体像を示し、各教科等における内容については、あくまで例として記載したものです。各学校において

は、それぞれの教育目標や生徒の実態を踏まえたうえで、学習指導要領をもとに必要な内容を記載してください。 
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中　　学　　校 高　　等　　学　　校
火災の原因と危険
火災に対する心構え

火災の原因と危険
危険物の取扱い
火災に対する心構え

有害な煙に対する行動の仕方	
火災の特性
救助器具の使い方と初期消火の仕方

有害な煙に対する行動の仕方
火災の特性
パニックの防止と安全な行動
初期消火の方法

避難経路、避難場所の確認
様々な場面に応じた避難の仕方

避難経路、避難場所の確認
様々な場面に応じた避難と避難誘導の仕方

地震・津波発生のメカニズム
地震のときに発生する様々な危険（家屋の倒壊、地割れ、山崩れ、
液状化、陥没、落下物）
正しい情報の入手
緊急地震速報への対応
パニック防止と安全な行動
地震災害への家庭での備え

地震・津波発生のメカニズム
地震のときに発生する様々な危険（家屋の倒壊、地割れ、山崩れ、
液状化、陥没、落下物）
正しい情報の入手と発信
緊急地震速報への対応
パニック防止の安全な行動
地震災害への家庭での備え

地震に応じた避難経路と避難場所の確認	
様々な場面に応じた避難の仕方

地震に応じた避難経路と避難場所の確認
様々な場面に応じた避難と避難誘導の仕方

津波による危険（河川の遡上も含む）
津波警報・特別警報と避難の仕方

津波による危険（河川の遡上も含む）
津波警報・特別警報による避難と避難誘導の仕方

火山活動（火砕流、噴石、降灰、溶岩流、火山ガス）のメカニズム
とその危険
火山情報と避難の仕方

火山活動（火砕流、噴石、降灰、溶岩流、火山ガス）のメカニズム
とその危険
火山情報による避難と避難誘導の仕方

風水害のときの危険（落下物、電線の切断や倒木、	増水による河川
の変化、土砂崩れ、河川の崩壊や橋の流出）
風水害情報と避難の仕方、避難勧告・避難指示の理解と行動

風水害のときの危険（家屋への浸水、家屋の倒壊、高潮、河川の氾濫、
土石流、崖崩れ）
風水害情報による避難と避難誘導の仕方、避難勧告・避難指示の理
解と行動

豪雪時の交通安全
屋根等からの落雪
地吹雪時の危険

豪雪時の交通安全
屋根等からの落雪
地吹雪時の危険

落雷しやすい気象条件・雷注意報への理解
校庭 ･プール等校舎外での危険
登下校中による危険
落雷に遭わない安全な行動

落雷しやすい気象条件・雷注意報への理解
屋内外での危険
安全な避難と避難誘導の仕方

身近にある放射線
目には見えない危険と身体への影響と健康被害

放射線の身体への影響と健康被害
屋内退避や洗浄

健康被害の内容と防止
放射線事故に応じた避難の仕方
避難経路と避難場所の確認

正しい情報の入手
避難警報と安全な避難と避難誘導の仕方

放射線による原子力災害と安全対策
モニター制度の仕組みとそのかかわり

放射線による原子力災害に関わる防災対策

情報の収集の仕方
防災訓練への参加

放射線による健康被害防止対策
防災訓練への積極的参加

災害発生時の避難所の意義と役割
避難所での生活
自主的な組織活動の必要性と相互扶助
ボランティア活動への参加

避難所生活と相互扶助
自主組織の活動への積極的参加
ボランティア活動への積極的参加
ライフラインの確保

災害安全に関する学校行事の意義の理解
防災避難訓練等行事への参加

災害安全に関する学校行事の意義の理解
防災避難訓練等行事への参加の仕方

災害安全に関する生徒会活動の内容 災害安全に関する生徒会活動の内容

地域における防災に関する活動への参加（防災訓練、	救急法、	応急
手当、災害時のボランティア活動）
家庭における防災に関する積極的なかかわり（点検 ･整備、防災備
品の整理）	
家庭における避難場所や連絡方法及び登下校の安全

地域における防災に関する活動への積極的参加（防災訓練、救急法
応急手当、災害時のボランティア活動）
家庭における防災に関する積極的なかかわり（点検 ･整備、防災備
品の整理）
家庭における避難場所や連絡方法及び登下校の安全

「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育
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災害安全

区分 ねらい 項　　　目 内　　　容
小　　学　　校

火
災
時
の
安
全

火災のときに起こりやすい危
険な状況を理解し、適切な行
動ができるようにする

火災のときの危険 低　火のまわり方と煙の危険
中　火災の原因と危険
高　火災が発生したときの心構え

火災の状況に応じた安全な行動 低　火のまわり方と煙に対する行動の仕方
中　火災情報に基づいた判断と安全な行動
高　安全な行動の要素、燃焼の 3要素の理解と可能な対応

避難経路	･	避難場所の確認と避
難や誘導の仕方

低　避難の仕方と方法
中　避難場所の確認
高　様々な場面に応じた避難の仕方

地
震
災
害
時
の
安
全

地震発生の場合、危険な行動
に走りやすいことを理解し、
安全な行動ができるようにす
る
地域によって津波の発生があ
ることも理解し、安全な避難
ができるようにする

地震のときに起こる危険を理解
し、安全に行動できるようにす
る
津波や土砂災害などの二次的な
災害を理解し、安全に行動でき
るようにする。

低　地震・津波のときの危険	
中　地震・津波情報（緊急地震速報）に基づいた判断と安全な行動
高　地震・津波のときの危険に対する心構え

避難経路	･	避難場所の確認と避
難や誘導の仕方

低　安全な避難の仕方
中　安全な避難場所の確認
高　様々な場面に応じた避難の仕方

津波による危険と避難の仕方 低　安全な避難場所の確認と避難の仕方
　　津波による危険
中　津波情報の収集の仕方
高　様々な場面に応じた避難の仕方、低学年の子供への促し

火
山
災
害

時
の
安
全

火山災害が発生した場合の危
険を理解し、安全な行動がで
きるようにする
地域の活火山を知る

火山活動による危険と避難の仕
方
火山噴火の情報の収集

低　安全な避難場所の確認と避難の仕方
　　火山活動による危険
中　火山情報の収集の仕方
高　様々な場面に応じた避難の仕方

気
象
災
害
時
の
安
全

風水害、豪雪は登下校時の道
路環境を変えることがあるこ
とを理解し、危険を的確に判
断し、安全な行動ができるよ
うにする
風水害には二次的な土砂災害
も含まれるので、地域の自然
環境も理解する。
注意報・警報・特別警報の意
味や避難勧告・避難指示等の
発令を理解する

風水害等による危険と安全な行
動の仕方

低　風水害のときの安全な登下校の仕方
中　風水害のときの危険
高　風水害のときの安全な行動の仕方

豪雪、雪崩等による危険と安全
な行動の仕方

低　豪雪のときの安全な登下校の仕方
中　豪雪、雪崩のときの危険
高　豪雪、雪崩のときの安全な行動の仕方

落雷による危険と安全な行動の
仕方

低　登下校中の落雷による危険
中　落雷からの身の守り方
高　落雷に遭わない行動の仕方

原
子
力
災
害
時
の
安
全

放射線による事故の危険につ
いて理解し、安全な行動がで
きるようにする
原子力災害が発生した時の情
報を収集し、行政の指示に従
い、安全な行動がとれるよう
にする。

放射線による身体への影響や健
康被害

低　目に見えない危険
中　身近にある放射線
高　放射線による身体への影響と健康被害

放射線による健康被害の防止や
避難の仕方

低　安全な避難の仕方
中　避難経路や避難場所の確認
高　正しい情報の入手の仕方

地域 ･ 社会生活における放射線
事故の防止対策
放射線による健康被害の防止と
個人や社会の責任

低		放射線の存在
中		放射線の使われ方
高		放射線の安全対策への理解

避
難
所
の

役
割
と
安
全

災害発生時における避難所の
役割とそこでの生活を理解し、
安全な行動ができるようにす
る

災害発生状況と避難所の意義と
相互扶助

低		避難場所での安全な生活
中		災害発生時の避難所の役割
高		避難所の生活と自分の役割

避
難
所
の
役
割
と
安
全

災害安全に関する意識を高め
るために、防災避難訓練等の
学校行事の意義を理解し、積
極的に参加できるようにする

災害安全に関する学校行事等の
意義の理解と積極的な参加

低		防災避難訓練等への参加の仕方
中		災害安全に関する学校行事への積極的参加
高		災害安全等に関する学校行事の意義と理解

児童（生徒）会活動による自主
的活動への参加

高		災害安全に関する児童会活動の内容

地域社会における防災に関する
活動への参加
家族と避難場所をきめておく

低		家庭での防災
中		学校での防災
高		地域における防災に関する活動の理解と参加
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中　　学　　校 高　　等　　学　　校
火災の原因と危険
火災に対する心構え

火災の原因と危険
危険物の取扱い
火災に対する心構え

有害な煙に対する行動の仕方	
火災の特性
救助器具の使い方と初期消火の仕方

有害な煙に対する行動の仕方
火災の特性
パニックの防止と安全な行動
初期消火の方法

避難経路、避難場所の確認
様々な場面に応じた避難の仕方

避難経路、避難場所の確認
様々な場面に応じた避難と避難誘導の仕方

地震・津波発生のメカニズム
地震のときに発生する様々な危険（家屋の倒壊、地割れ、山崩れ、
液状化、陥没、落下物）
正しい情報の入手
緊急地震速報への対応
パニック防止と安全な行動
地震災害への家庭での備え

地震・津波発生のメカニズム
地震のときに発生する様々な危険（家屋の倒壊、地割れ、山崩れ、
液状化、陥没、落下物）
正しい情報の入手と発信
緊急地震速報への対応
パニック防止の安全な行動
地震災害への家庭での備え

地震に応じた避難経路と避難場所の確認	
様々な場面に応じた避難の仕方

地震に応じた避難経路と避難場所の確認
様々な場面に応じた避難と避難誘導の仕方

津波による危険（河川の遡上も含む）
津波警報・特別警報と避難の仕方

津波による危険（河川の遡上も含む）
津波警報・特別警報による避難と避難誘導の仕方

火山活動（火砕流、噴石、降灰、溶岩流、火山ガス）のメカニズム
とその危険
火山情報と避難の仕方

火山活動（火砕流、噴石、降灰、溶岩流、火山ガス）のメカニズム
とその危険
火山情報による避難と避難誘導の仕方

風水害のときの危険（落下物、電線の切断や倒木、	増水による河川
の変化、土砂崩れ、河川の崩壊や橋の流出）
風水害情報と避難の仕方、避難勧告・避難指示の理解と行動

風水害のときの危険（家屋への浸水、家屋の倒壊、高潮、河川の氾濫、
土石流、崖崩れ）
風水害情報による避難と避難誘導の仕方、避難勧告・避難指示の理
解と行動

豪雪時の交通安全
屋根等からの落雪
地吹雪時の危険

豪雪時の交通安全
屋根等からの落雪
地吹雪時の危険

落雷しやすい気象条件・雷注意報への理解
校庭 ･プール等校舎外での危険
登下校中による危険
落雷に遭わない安全な行動

落雷しやすい気象条件・雷注意報への理解
屋内外での危険
安全な避難と避難誘導の仕方

身近にある放射線
目には見えない危険と身体への影響と健康被害

放射線の身体への影響と健康被害
屋内退避や洗浄

健康被害の内容と防止
放射線事故に応じた避難の仕方
避難経路と避難場所の確認

正しい情報の入手
避難警報と安全な避難と避難誘導の仕方

放射線による原子力災害と安全対策
モニター制度の仕組みとそのかかわり

放射線による原子力災害に関わる防災対策

情報の収集の仕方
防災訓練への参加

放射線による健康被害防止対策
防災訓練への積極的参加

災害発生時の避難所の意義と役割
避難所での生活
自主的な組織活動の必要性と相互扶助
ボランティア活動への参加

避難所生活と相互扶助
自主組織の活動への積極的参加
ボランティア活動への積極的参加
ライフラインの確保

災害安全に関する学校行事の意義の理解
防災避難訓練等行事への参加

災害安全に関する学校行事の意義の理解
防災避難訓練等行事への参加の仕方

災害安全に関する生徒会活動の内容 災害安全に関する生徒会活動の内容

地域における防災に関する活動への参加（防災訓練、	救急法、	応急
手当、災害時のボランティア活動）
家庭における防災に関する積極的なかかわり（点検 ･整備、防災備
品の整理）	
家庭における避難場所や連絡方法及び登下校の安全

地域における防災に関する活動への積極的参加（防災訓練、救急法
応急手当、災害時のボランティア活動）
家庭における防災に関する積極的なかかわり（点検 ･整備、防災備
品の整理）
家庭における避難場所や連絡方法及び登下校の安全

「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育
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付

　録

災害安全

区分 ねらい 項　　　目 内　　　容
小　　学　　校

火
災
時
の
安
全

火災のときに起こりやすい危
険な状況を理解し、適切な行
動ができるようにする

火災のときの危険 低　火のまわり方と煙の危険
中　火災の原因と危険
高　火災が発生したときの心構え

火災の状況に応じた安全な行動 低　火のまわり方と煙に対する行動の仕方
中　火災情報に基づいた判断と安全な行動
高　安全な行動の要素、燃焼の 3要素の理解と可能な対応

避難経路	･	避難場所の確認と避
難や誘導の仕方

低　避難の仕方と方法
中　避難場所の確認
高　様々な場面に応じた避難の仕方

地
震
災
害
時
の
安
全

地震発生の場合、危険な行動
に走りやすいことを理解し、
安全な行動ができるようにす
る
地域によって津波の発生があ
ることも理解し、安全な避難
ができるようにする

地震のときに起こる危険を理解
し、安全に行動できるようにす
る
津波や土砂災害などの二次的な
災害を理解し、安全に行動でき
るようにする。

低　地震・津波のときの危険	
中　地震・津波情報（緊急地震速報）に基づいた判断と安全な行動
高　地震・津波のときの危険に対する心構え

避難経路	･	避難場所の確認と避
難や誘導の仕方

低　安全な避難の仕方
中　安全な避難場所の確認
高　様々な場面に応じた避難の仕方

津波による危険と避難の仕方 低　安全な避難場所の確認と避難の仕方
　　津波による危険
中　津波情報の収集の仕方
高　様々な場面に応じた避難の仕方、低学年の子供への促し

火
山
災
害

時
の
安
全

火山災害が発生した場合の危
険を理解し、安全な行動がで
きるようにする
地域の活火山を知る

火山活動による危険と避難の仕
方
火山噴火の情報の収集

低　安全な避難場所の確認と避難の仕方
　　火山活動による危険
中　火山情報の収集の仕方
高　様々な場面に応じた避難の仕方

気
象
災
害
時
の
安
全

風水害、豪雪は登下校時の道
路環境を変えることがあるこ
とを理解し、危険を的確に判
断し、安全な行動ができるよ
うにする
風水害には二次的な土砂災害
も含まれるので、地域の自然
環境も理解する。
注意報・警報・特別警報の意
味や避難勧告・避難指示等の
発令を理解する

風水害等による危険と安全な行
動の仕方

低　風水害のときの安全な登下校の仕方
中　風水害のときの危険
高　風水害のときの安全な行動の仕方

豪雪、雪崩等による危険と安全
な行動の仕方

低　豪雪のときの安全な登下校の仕方
中　豪雪、雪崩のときの危険
高　豪雪、雪崩のときの安全な行動の仕方

落雷による危険と安全な行動の
仕方

低　登下校中の落雷による危険
中　落雷からの身の守り方
高　落雷に遭わない行動の仕方

原
子
力
災
害
時
の
安
全

放射線による事故の危険につ
いて理解し、安全な行動がで
きるようにする
原子力災害が発生した時の情
報を収集し、行政の指示に従
い、安全な行動がとれるよう
にする。

放射線による身体への影響や健
康被害

低　目に見えない危険
中　身近にある放射線
高　放射線による身体への影響と健康被害

放射線による健康被害の防止や
避難の仕方

低　安全な避難の仕方
中　避難経路や避難場所の確認
高　正しい情報の入手の仕方

地域 ･ 社会生活における放射線
事故の防止対策
放射線による健康被害の防止と
個人や社会の責任

低		放射線の存在
中		放射線の使われ方
高		放射線の安全対策への理解

避
難
所
の

役
割
と
安
全

災害発生時における避難所の
役割とそこでの生活を理解し、
安全な行動ができるようにす
る

災害発生状況と避難所の意義と
相互扶助

低		避難場所での安全な生活
中		災害発生時の避難所の役割
高		避難所の生活と自分の役割

避
難
所
の
役
割
と
安
全

災害安全に関する意識を高め
るために、防災避難訓練等の
学校行事の意義を理解し、積
極的に参加できるようにする

災害安全に関する学校行事等の
意義の理解と積極的な参加

低		防災避難訓練等への参加の仕方
中		災害安全に関する学校行事への積極的参加
高		災害安全等に関する学校行事の意義と理解

児童（生徒）会活動による自主
的活動への参加

高		災害安全に関する児童会活動の内容

地域社会における防災に関する
活動への参加
家族と避難場所をきめておく

低		家庭での防災
中		学校での防災
高		地域における防災に関する活動の理解と参加
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１ 単元名    「雪がい・風水がいマップを作ろう」 

２ 目標（ねらい） 雪害や風水害が発生した時に，日頃の状態と大きく変わることを知ったり，自分の通 

学路や身の回りに潜む様々な危険について考えたりすることを通して，新たなマップ 

作りへの意欲をもつことができる。 

３ 展開（例） 

 学習活動・内容 予想される児童の反応 指導・助言 

は

じ

め 

１ 雪害の写真と風

水害発生時の写真

を見る。 

 

 

 

写真を見たら思い出したよ。 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

な 

 

 

 

 

 

か 

 

２ どこにどんな

危険があるか考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 互いに発表し

合い，マップにま

とめていく。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪害時 

 

 

 

 

 

 

 

風水害時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

４ 次時の計画を

立てる。 

 

実際に見に行きたいな。 
 

 

 

小学校  第５学年  総合的な学習の時間 

T:写真を見ながら雪害や風水害の時の様子 

を思い出してみよう。 

 

雪害や風水害が発生したら通 

学路はどうなるのかな？どこ 

にどんな危険があるのか予想 

して，地図に表してみよう。 

T:どんな危険が考えられるかを話し合って 
みよう。 

T:川が増水した様子は，絶対に見 

に行かないことが大事だね。 重要 

C:何年か前，雪がたくさん降 

ったことがあったな。 

 

C:民家の軒下は落雪があると 

危険だね。 

C:崖では雪崩が心配だね。 
T:大雪の際は，道路見通し 

も悪くなるから気を付 
けないといけないね。 

重要 

 

 

C:橋に近づくと川に落ちゃう 

かもしれない。橋が壊れる 

こともある。 

C:実際に自分の通学路をもう 
一度見に行きたいな。 

T:じゃあ次の時間は，実際に自分たちの目で 
確かめてみよう。 

C:坂道や地下道・低い土地で 

は，水がたまって深くなっ 

ているところがあるから危 

険。 

C:マンホールは，ふたが外れ 

ても分からないから，落ち 

ることがあるかもしれな 

い。    

 

C:１年生の時，帰り道ですご 

い夕立になってカミナリも 

落ちて大変だったよ。 

写真提供：長野県危機管理室 

写真提供：神戸市 

 

 

 

１ 題材名  「登下校中に地震になったらどうするの」 

２ 目標（ねらい） 登下校中に地震が起きた時の危険について知り，それらの危険を予測し，回避しなけ 
ればならないことを理解する。 

３ 展開（例）    
 学習活動・内容 予想される児童の反応 指導・助言 

 
 
 
は

じ

め 

１ 倒れたブロック

塀の資料を見て感

想を発表する。 

地震が起きたら大変だね。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
な 
 
 
 
 
 
か 

２ 自由に相談しな

がらワークシート

に記入する。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 話し合った内容

について発表し，友

達の意見を聞いて

自分ならどうする

か考える。 

話し合ったことを発表するぞ。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
ま

と

め 

５ 自分なりの約束

を考える。 
  

どんな約束をしようかな。 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小学校  全学年  学級活動 

T:平成 23 年に松本で起きた地震は， 
登校時間中に起きたんだよ。 C:倒れたブロック塀に当たっ 

て怪我をした子もいたらし 

いよ。 

C:本当に学校に行く途中で地 

震があったら怖いな。 

C:かくれる机もないし，どう 

したらいいんだろう。 

登下校中に地震があった

時にどうしたらいいか考

えよう。 

T:どこで地震が起きたらどんな危ない 
ことがあって，どんな行動をとったら 
いいか隣の子と話し合ってみよう。 

T:話し合ったことをワークシートに 
記入しましょう。 

T:地震の後，電柱が倒れ， 
電線が切れる場合があ 
るから，切れた電線に 

は触らないようにしよ 
う。 

T:「落ちてこない，倒れて 

こない，移動してこな 

い」場所を探して移動す 
ることが大切だよ。 

重要 C:「落ちてこない，倒れてこ 

ない，移動してこない」は， 

学校の外でも大事なんだ 

ね。 

C:電柱も倒れちゃうんだ。電 

線に触ると感電するから触 

らないようにしなくちゃ。 

 

T:地震が起きた場所によってどんな約

束があるか考えて，自分なりの約束を

ワークシートの吹き出しに書き込ん

でみよう。 

C:「落ちてこない，倒れてこ 

ない，移動してこない」所 

に避難するよ。 

重要 

T:もう一度，自分の通学路の危険な場

所を確かめる必要があるね。 

C:帰り道にもう一度自分の目 

で確かめてみよう。 

C:自動販売機が倒れるかもし 

れないから自販機から離れ 

る。 

 

 

C:建物の窓ガラスが割れるか 

ら建物から離れる。 

C:塀が倒れるから塀から離れ 

る。 

写真提供：中野市教育委員会 

写真提供：消防科学総合センター 

写真提供：消防科学総合センター 

─ 62 ─

第
２
章



 

 

１ 単元名    「雪がい・風水がいマップを作ろう」 

２ 目標（ねらい） 雪害や風水害が発生した時に，日頃の状態と大きく変わることを知ったり，自分の通 

学路や身の回りに潜む様々な危険について考えたりすることを通して，新たなマップ 

作りへの意欲をもつことができる。 

３ 展開（例） 

 学習活動・内容 予想される児童の反応 指導・助言 

は

じ

め 

１ 雪害の写真と風

水害発生時の写真

を見る。 

 

 

 

写真を見たら思い出したよ。 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

な 

 

 

 

 

 

か 

 

２ どこにどんな

危険があるか考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 互いに発表し

合い，マップにま

とめていく。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪害時 

 

 

 

 

 

 

 

風水害時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

４ 次時の計画を

立てる。 

 

実際に見に行きたいな。 
 

 

 

小学校  第５学年  総合的な学習の時間 

T:写真を見ながら雪害や風水害の時の様子 

を思い出してみよう。 

 

雪害や風水害が発生したら通 

学路はどうなるのかな？どこ 

にどんな危険があるのか予想 

して，地図に表してみよう。 

T:どんな危険が考えられるかを話し合って 
みよう。 

T:川が増水した様子は，絶対に見 

に行かないことが大事だね。 重要 

C:何年か前，雪がたくさん降 

ったことがあったな。 

 

C:民家の軒下は落雪があると 

危険だね。 

C:崖では雪崩が心配だね。 
T:大雪の際は，道路見通し 

も悪くなるから気を付 
けないといけないね。 

重要 

 

 

C:橋に近づくと川に落ちゃう 

かもしれない。橋が壊れる 

こともある。 

C:実際に自分の通学路をもう 
一度見に行きたいな。 

T:じゃあ次の時間は，実際に自分たちの目で 
確かめてみよう。 

C:坂道や地下道・低い土地で 

は，水がたまって深くなっ 

ているところがあるから危 

険。 

C:マンホールは，ふたが外れ 

ても分からないから，落ち 

ることがあるかもしれな 

い。    

 

C:１年生の時，帰り道ですご 

い夕立になってカミナリも 

落ちて大変だったよ。 

写真提供：長野県危機管理室 

写真提供：神戸市 
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第第第３３３章章章       
  

最最最近近近ののの学学学校校校ののの被被被災災災事事事例例例ととと   

防防防災災災行行行動動動計計計画画画 
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